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開催主旨 
 

 

鶴見緑地において「自然と人間との共生」をテーマに開催された国際花と緑の博覧会

（1990 年 4 月 1 ⽇〜9 月 30 ⽇開催。以下、「花の万博」という。）は、大阪はもとよ

り多くの地域で花と緑による多様な緑化へと展開していく契機となった。この花の万

博が終了して 25 年、その開催から現在に至る成果と課題について、現在、多方面で活

躍する当時の関係者が語り、これからの都市緑化と造園界のあり方についても議論し

た。 
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開催概要 
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本講演会は、（公社）⽇本造園学会関⻄支部設⽴ 50 周年記念事業および国際花と緑の博

覧会開催 25 周年記念事業として開催した。開催概要は以下の通りである。 

 

 

開  催  日  平成 27 年 1 月 31 ⽇（土） 13 時〜17 時 

 

会   場  鶴見緑地内 花博記念ホール（陳列館ホール） 

 

参 加 者 数  128 名 

 

プログラム 
12：30   受付開始（会場内にて花の万博開催時の DVD 放映） 
13：00   開会 
13：10   第１部   講演会 

① 宮崎  研一 ⽒（元大阪市建設局花と緑の推進本部⻑） 
② 松本  守   ⽒（フジテレビ総合開発局特区事業室） 
③ 大塚  守康 ⽒（㈱ヘッズ取締役会⻑） 

15：30   第２部   パネルディスカッション 
パネリスト ：第１部 講演者 
コーディネーター：糸谷  正俊 ⽒（㈱総合計画機構相談役） 

16：50   総括 糸谷  正俊⽒ 
17：00   閉会 

 

 

主   催  （公社）⽇本造園学会関⻄支部 

（公財）国際花と緑の博覧会記念協会 

（一財）大阪スポーツみどり財団 

大阪市 

協   力  （一社）ランドスケープコンサルタンツ協会関⻄支部 
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講演者・パネリスト・コーディネータープロフィール 
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講 演 者 ・ パ ネ リ ス ト  

宮﨑 研一（みやざき けんいち） 
 
⻄暦 1937 年生まれ 
元大阪市建設局花と緑の推進本部⻑ 
 
 
 
 
 
 

花博当時の所属・役職及び主に携わってこられた仕事の内容について 

・花博当時の役職 

開幕前：国際花と緑の博覧会協会計画建設部⻑ 

開幕後：国際花と緑の博覧会協会施設管理部⻑ 

 

・従事した仕事の内容 

会場計画の作成 

協会が設置するインフラや各種修景施設等の設計施工 

会期中は、安全管理を中心に施設の管理運営を担当 

 

その後から現在までの略歴 

平成２年  （花博後）建設局花と緑の推進本部花博整備部⻑ 

平成５年  大阪市公園協会常務理事兼咲くやこの花館⻑ 

平成６年  花と緑の推進本部⻑ 

平成８年  大阪市退職 

花博記念協会常務理事 

平成１０年 大阪市公園協会退職 

その後、設計事務所 顧問として 5 年間勤務 

現在、鶴見緑地咲くやこの花館にて、緑化ボランティアとして、緑化相談業務に従事 

一級造園施工管理技士、技術士（都市計画部門） 

（一社）フラワーソサエイティー理事  
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講 演 者 ・ パ ネ リ ス ト  

松本 守（まつもと まもる） 
 

⻄暦 1949 年生まれ 

フジテレビ総合開発局特区事業室 
 

 

 

 

 

 

花博当時の所属・役職及び主に携わってこられた仕事の内容について 

計画建設部 計画課⻑ 

企画調整部 審議役 

 

計画建設部では、会場計画の策定、協会各部局等との計画調整、出展者等との計画調整等 

企画調整部では、協会各部局間の事業調整、関係省、府、市との予算調整、⺠間寄付⾦の

調整等 

 

その後から現在までの略歴 

住宅・都市整備公団公園緑地部公園事業計画課⻑ 

建設省都市局公園緑地課公園・緑化事業調整官 

（財）都市緑化技術開発機構都市緑化技術研究所 研究第一部⻑ 

建設省都市局公園緑地課⻑ 

国土交通省大臣官房審議官（都市生活環境担当） 

（株）フジテレビ（エフシージー総合研究所上席研究員） 

（株）フジテレビＣＳＲ推進室⻑ 

（株）フジテレビ総合開発局特区事業担当（現職） 
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講 演 者 ・ パ ネ リ ス ト  

大塚 守康（おおつか もりやす） 
 
⻄暦 1942 年生まれ 
株式会社ヘッズ取締役会⻑ 
 
 
 
 
 
 

花博当時の所属・役職及び主に携わってこられた仕事の内容について 

（株）ヘッズ 代表取締役社⻑ 

ランドスケープコンサルタンツ協会花博ワーキンググループのディレクター 

会場計画委員会への調整 

都市計画、建築などランドスケープ以外のデザイナーとの指導調整 

 

その後から現在までの略歴 

平成１９年 9 月（株）ヘッズ 代表取締役を退任 

（株）ヘッズ 取締役 会⻑に就任 

 

昭和５３年〜平成２４年 現（一社）ランドスケープコンサルタンツ協会理事 

平成５年 〜平成７年  ⽇本都市計画家協会理事 

平成９年 〜平成１５年 現（公社）⽇本造園学会理事 

平成１２年〜平成１５年 世界造園会議（IFLA）⽇本代表 

平成１９年〜平成２３年 Japan IFLA 会⻑ 

平成２４年〜現在    （一社）ランドスケープコンサルタンツ協会顧問 

平成２１年〜現在    （一社）都市計画コンサルタンツ協会運営委員 

 

昭和６０年〜平成８年  大阪藝術大学 環境デザイン学科 講師（非常勤） 

平成９年 〜平成１５年 ⽴命館大学理工学部第 1 部 環境システム工学科 

講師（非常勤）  
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コ ー デ ィ ネ ー タ ー  

糸谷 正俊（いとたに まさとし） 
 
⻄暦 1947 年生まれ 
株式会社総合計画機構相談役 
 
 
 
 
 
 

花博当時の所属・役職及び主に携わってこられた仕事の内容について 

花博スタート時は、社団法人⽇本造園コンサルタント協会（現ランドスケープコンサルタ

ンツ協会）が設置した花博プロジェクト室（1986〜87 年）、後、国際花と緑の博覧会会場

計画事業室（1988 年）のスタッフとして、会場基本計画策定に関与。その後、㈱総合計

画機構のスタッフ（1988〜90 年）として観客動線計画、花壇植栽管理計画等を担当。 

・会場計画策定業務その 1----花博プロジェクト室非常勤スタッフ 

・会場基本計画策定業務----国際花と緑の博覧会会場計画事業室スタッフ 

・会社の受託業務として、観客動線計画、観客流動シミュレーション調査、花壇植栽管理

基本設計、花壇植栽管理実施設計等を担当 

 

その後から現在までの略歴 

・㈱総合計画機構代表取締役（1983〜2010）、㈱公園マネジメント代表取締役 

（2007〜2010）を経て、現在㈱総合計画機構相談役、㈱公園マネジメント研究所経営

顧問 

・合同会社オフィス・エダ（2012〜）社員 

・（社）ランドスケープコンサルタンツ協会理事（1988〜2010） 

・（一財）大阪府公園協会理事（2012〜） 

・特定非営利活動法人社叢学会理事（2002〜） 

・特定非営利活動法人国際造園研究センター理事（2002〜） 

・公園管理運営士会関⻄支部⻑（2013〜）  
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講演会 / パネルディスカッション 

 
プログラムは２部構成で実施し、前半は、３名の講師から花博当時の様子についてご講演

いただいた。後半は、３名の講師とコーディネーターによるパネルディスカッションを行っ

た。パネルディスカッションでは、参加者からの質問や、講演での補足説明をもとに意見交

換を行った。 
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趣旨説明 

上田正敏（大阪市建設局理事） 

 

皆様、こんにちは。ご紹介いただきました

大阪市建設局の上田でございます。本⽇、

「国際花と緑の博覧会（1990）に学ぶこと」

講演会に本当に多数の皆様にお越しいただ

きまして、ありがとうございます。また平素

は大阪市の公園緑化行政に対しましてご理

解、ご協力を賜りまして、ありがとうござい

ます。大変高い場所からではございますが、

この場をお借りして御礼申し上げたいと思

います。 

皆様もご存じのように、平成２年に「花の

博覧会」が開催されて、今年、25 周年を迎

えます。四半世紀が過ぎたということで、私

ども職員の中にも花の万博を知らない世代

が入ってきておりまして、「何、それ」とい

うようなことがございます。私の年からし

てみますと、千里万博が小学校の時代にあ

ったので、役所に入った時に苦労話を聞か

されて「そうやったの？」ということがあっ

たんですが、25 年という年月は結構⻑く、

重みがあるということかと思います。 

大阪市におきましてこの花の万博がどう

いった意義があったのかということですが、

皆さんご存じだと思いますけれども、もと

もとは樹木を中心とした緑を増やしていっ

た。もともと緑の少ない大阪市でございま

したので、樹木を増やしていく。そういった

行政に対しまして、この万博が何をもたら

したか。やっぱり花ですね。街中に彩りをも

たらすということで、この花の万博を契機

としまして、まちづくりに花が入ってきた

大きな転換点になったと思います。 

花の万博は無事成功裏に終わったという

ことで、その理念あるいは成果をいかに大

阪市のまちづくりに継承していくか。これ

が我々にとりましても大きな課題でござい

ました。大阪市の場合はどうしていくかと

いうことで、公共空間の緑化、それから⺠有

地の緑化を両輪で進めていくことにいたし

ました。もちろんそのために普及啓発活動

が非常に大事だということで進めていった

わけでございます。 

中でも⺠有地緑化をどうして進めていく

かにつきましては、何せ行政だけではなか

なか進めていけないということで、地域に

おける緑化活動をいかに推進していくかが

重要なポイントでございました。そのため

に大阪市では、平成３年度から緑化リーダ

ーの育成ということで、緑化ボランティア

の方々の育成を始めました。そして、より高

度な知識をお持ちのボランティアの方を養

成したいということで、平成 13 年度からグ

リーンコーディネーターの方々の養成をさ

せていただいて、この方々が、もう 25 年た

ちましたけれども、各々の地域におきまし
 

趣旨説明（上田理事） 
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て緑化活動にご活躍いただいているという

状況でございます。本⽇もグリーンコーデ

ィネーターの方々にたくさんお越しいただ

いていると聞いております。 

そのような経緯がございまして、今回、こ

の講演会のお話を大阪市として頂戴いたし

ました時に、関係団体さんとともに講演会

を主催させていただきたいということで、

本⽇を迎えたわけでございます。 

皆さんご承知のとおり、地球温暖化につ

いてテレビとか新聞等で報道されているわ

けでございますけれども、そのために我々

がどう対処していくか。我々にとりまして

は、快適な生活空間の確保、それから良好な

都市環境の醸成のために、それを阻止して

いかないといけない、そのためにはやはり

緑化が非常に大事になってくるということ

でございます。 

先ほどスライドにもございましたが、花

博の時のテーマが「自然と人間の共生」でご

ざいます。これを今⽇、皆さんと一緒に振り

返って、今後の都市緑化のあり方、あるいは

花と緑のまちづくりをどう進めていったら

いいかについて一緒に考えさせていただけ

れば、非常にありがたいなと考えておりま

す。 

５時までということで非常に⻑時間でご

ざいますが、最後までどうぞおつき合いい

ただければありがたいと思います。本⽇は、

本当に多数ご来場いただきまして、ありが

とうございます。 
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主催者代表挨拶 上甫木昭春 

（日本造園学会関⻄支部支部⻑） 

 

ただいまご紹介いただきました大阪府⽴

大学の上甫木でございます。⽇本造園学会

関⻄支部の支部⻑をやっております。今⽇

は、こんなにたくさんお集まりいただきま

して、本当にありがとうございます。主催者

を代表しまして御礼申し上げます。 

皆さんのところに講演会の資料が配られ

ていますけれども、この後ろのほうに今回

の講演会の主催者と協力ということで書か

せていただいています。造園学会の関⻄支

部の方で企画をいたしまして、ここに書か

せていただいている方々の協力のもと、今

⽇の会が開催できるということでございま

す。造園学会関⻄支部は、来年、設⽴ 50 周

年を迎えます。それで、来年に向けてこの

50 年間の歩みを振り返ってみようという

ことになりました。その間、大きな博覧会が

３つございましたので、それを中心にして

講演会をやっていこうという企画を⽴てた

ということです。 

今⽇は一般の方もたくさんいらっしゃい

ますので、⽇本造園学会の成り⽴ちを簡単

に説明いたしますと、本部の学会は、今年が

90 周年です。関東大震災の後、設⽴された

ということです。造園学会は、庭づくりだけ

ではなくて、生活環境の改善や自然環境の

保全、再生といった、我々の生活環境の質を

高めていこうということでこれまで幅広く

取り組んできているとご理解いただいたら

ありがたいかなと思います。 

今回の講演会は、鶴見の花博をテーマに

やるわけですが、先ほど上田委員からもお

話がありましたように、非常に大きなエポ

ックになった博覧会だったと思います。そ

れまでの博覧会というのは、どちらかとい

うと建物の中の展示を楽しむといったこと

が主だったのですが、この鶴見の花博は、屋

外の環境をどう考えたらいいのかというこ

とが非常に大きなテーマでした。これをき

っかけに花の生活文化みたいなものがどん

どん芽生えてきたんじゃないかと理解して

おります。 

今⽇は、その当時、どういった取り組みが

なされたのだろうか。もう 25 年前になりま

したので、それをもう一度振り返りたい。関

係される様々な⽴場の皆様、それから造園

学会の関係の皆様とともに、その時の知恵

とか技術、それからたぶん非常に熱い思い

で取り組まれていると思いますので、そう

いうものを聞かせていただいて、これから

どう継承していったらいいのかといったよ

うなことを皆さんと共有化したいなと思っ

ております。 

⼣方まで大分⻑い時間になりますけれど

も、ぜひ最後までおつき合いいただいて、そ

れぞれよい刺激を獲得して持ち帰っていた

だけたらありがたいと思います。それをお

願いいたしまして、開会のご挨拶にかえた

いと思います。最後までよろしくお願いい

たします。 

 

主催者代表挨拶（上甫⽊支部⻑） 
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第１部 講演会 
  

講演① 

「会期前の1000日と、183日」 
宮﨑 研一⽒（元大阪市建設局花と緑の推進本部⻑） 

 

 

ご紹介いただきました宮﨑でございます。

40 分間ほど時間をいただきまして、おもし

ろい話になるかどうか自信はございません

が、おつき合いのほど、よろしくお願いした

いと思います。 

 

■ 花博開催までの経緯 

きょうは朝から雪がちらついて、やはり

冬だなあということで、ちょうど平成２年

の会期の前、１月、２月、やはり雪が降りま

した。皆さんご存じのとおり、この鶴見緑地

というのは人工の土地でございます。生ご

み、あるいは公共工事で出た瓦礫その他で

埋め⽴てし、山を積み上げていった場所で

す。したがいまして、土が非常によろしくな

いわけで、開会 3 カ月前に雪がかなり積も

りました。そうしますと、重機でこね回し

て、また状態が悪くなる。寒かったので、な

かなか雪も溶けない。溶けてからがまた泥

状態というようなことがしばらく続きまし

て、オープンに間に合うのかどうか、大いに

悩んだといいますか、困ったなあという感

じでございました。 

その始まるまでの間、どういう経過で花

博が行われたのかということについて少し

ご説明したいと思います。もともとはこの

イベント、大阪市が市制 100 周年記念事業

として考え、スタートしたものでございま

す。ちょうど 1989 年、大阪市制が 100 年

を迎えるということで、皆様ご記憶の方も

おられるのではないでしょうか。それのプ

レイベントとして大阪城博覧会があったり、

あるいは大阪空港の開港があったりした時

代でございます。その 100 周年の一つの大

きなイベントとして何をやろうかというこ

とで、昭和 56 年、1981 年の５月から８月

ごろに、大阪市は市の職員に対して提案を

募りました。100 周年事業として何がいい

かということでアイデア募集をしたところ、

その中の一つに花の博覧会というものがあ

ったわけです。それで、いろいろ調査しなが

ら、どんなことができるのかということで

積み上げてまいりました。56 年暮れに花の

博覧会調査会というものができて、そこで

さらに検討を進めました。 

市制 100 年は昭和 64 年でございますけ

れども、新しい場所を求めるについてはち

ょっと時間的に間に合わないということが

ございまして、では大阪市内にある広大な

 

宮崎氏の講演の様子 
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場所といいますと、この鶴見緑地ではない

かなということで、鶴見緑地を一つの候補

地に挙げたわけです。繰り返しになります

が、今でこそ大阪市は 100％廃棄物は焼却

処分になっておりますけれども、当時はま

だまだ清掃工場ができておりませんでした。

したがいましてここで埋め⽴てをしていた

わけです。その後もしばらく、南港で埋め⽴

てをしていました。今はほとんど 100％焼

却処分で、灰を処分しているだけと聞いて

おります。そういった新しくつくり出した

場所で新しい発想を持ったイベントを行う

のが適当でなかろうかということで、この

鶴見が選ばれたわけでございます。 

この緑地の歴史を簡単に申し上げます。

古い話ですが、昭和 16 年、1941 年に都市

計画決定、ここは公園にしますという意思

表示、これは行政が行う手続ですが、その手

続がなされまして、この鶴見緑地が緑地と

位置づけられました。何の緑地かといいま

すと、防空緑地。空からの攻撃を守る緑地と

いう考えがございまして、防空緑地として

機能するように指定されたということです。

昭和 16 年は第二次大戦の前で、いろんなこ

とが考えられていた時代で、戦争対策の一

つであったわけです。 

それで、もともと計画決定をして大阪市

有地になっていた部分があったのですが、

当時の現状は農地でございました。昔のこ

とをご存じの方は、農地解放という手続が

あったことをご存じだと思います。大阪市

の市有地、形状は農地でございましたので、

農地解放ということで小作の方に農地を返

すという経緯がございまして、それが⺠有

地になってしまって計画決定だけ被ってい

るということから、土地の再買収にかかっ

たのが昭和 37 年でございます。造成工事と

いいますのは、残土や塵芥、ごみで埋め⽴て

を始めましたのが昭和 45 年。それで現在の

状況に至っております。 

花の博覧会構想に戻りたいと思います。

だんだん中身が決まってまいるにしたがい

まして、大温室を建てたい、植物の科学に関

する建物を建てたいと、いろんなアイデア

が出てきております。そのアイデアが現状

にまで至っているものは、残念ながらござ

いません。昭和 57 年３月の市会におきまし

て、この考えが煮詰まってまいったものを

ベースにして、市制 100 年事業の一つとし

て、花の博覧会を始めるという意思表示を

いたしました。それで、大阪市がやる博覧会

ということで、前へ進み出したわけでござ

います。 

ちょうどその年に、ヨーロッパにおきま

して、こういった類の花の博覧会が挙行さ

れておりました。その一つとしてオランダ

のアムステルダムで行われておりましたフ

ロリアード。これはオランダ版の花博です。

ヨーロッパは伝統的にこういうイベントを

やっておりました。また少し話が脱線いた

しますが、博覧会というのは、そもそも⽇本

では明治時代に内国勧業博覧会というのが

ございまして、そこでは新しい工業製品を

展示したり、いろんな産品、産業あるいは農

業によってつくり出された製品を展示して、

順位を決めて競い合うというものがござい

ました。 

それに似たようなことで、古くからヨー

ロッパでは園芸家のグループが集まりまし

て、各国でいろんな花に関するイベント、切

り花とか花の種、苗、球根、あるいは農産物

の野菜、果樹といったもののコンテストを
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開いていたわけです。そのイベントが参考

になるのではということで、大阪市からも

調査にまいりました。その調査の結果、どう

も園芸に非常に偏ったといいますと表現が

よくないかもしれませんが、園芸に偏した

イベントでは、果たして⽇本では人が集ま

るのかという心配の種も出てきたわけであ

ります。その年のフロリアードの入場者数

は、およそ 460 万人。話が飛びますが、花

博会期終了時点での総観客数は 2,200 万を

超えております。そういったことで、460 万

がどうなのかということで、これも議論の

対象になった。その後、ヨーロッパでは、そ

の翌年にドイツの花博、それからリバプー

ルでイギリスの花博、こういったイベント

がずっと続いていまして、それもあわせて

調査をしました。 

入場者数想定は、あとの計画のいろんな

施設の量と数にからんでまいります。例え

ば会場内の道路の幅をどうすればいいかと

いう時に、どれぐらいの人が入るかによっ

てそれが決まってくる。あるいは、卑近な例

といたしましては、トイレも、どれぐらいの

数が入るかによって数が決まってまいりま

す。そういったことを検討するために入場

者数の予想が必要になります。それで、どこ

にその数字を求めたかと申しますと、昭和

56 年に行われました神戸のポートアイラ

ンド博。これも記憶にお持ちの方がおられ

るかもしれません。そういったイベントを

参考にいたしまして、フロリアードの 460

万よりは多いだろうと。それから、ポートア

イランド博は 1,600 万人だった。そこまで

はいかないかなというふうなことで入場者

数の想定を⽴て、それに基づき、さらに博覧

会の中身を詰めてまいりました。 

ちょうどそのころ、鶴見の一部、東側の

「世界の森のエリア」と当時は呼んでいた

んですけれども、その部分の造成が進みま

して、一部開園をし、イベントをおこなった

ところ、入場者数の様子を見ておりますと、

多い⽇で１⽇ 12 万人ぐらいの市⺠の方、も

ちろんここは守口や東大阪も近いですから、

周辺の市町村を含めてお見えいただいた。

これはなかなか魅力のあるイベントだとい

う認識を市⺠の方、入園者の方々が持って

いただいているのかなという判断をするこ

とができました。これらの事実をもとに開

催に向けて手続、作業を進めていきました。 

なぜこういうイベントが必要なのかとい

いますと、やはり都市の活性化。もちろん市

制 100 年という大きな意味でのイベントと

いうことでもございますけれども、博覧会

をやったほうがいいということになってい

るわけであります。大阪で大成功しました

千里万博、⽇本万博 EXPO70 でございます

が、これも記憶に残っている方もいらっし

ゃるかと思います。これは、1970 年の３月

15 ⽇に開会いたしまして、183 ⽇、入場者

数は 6,400 万人に達しています。ものすご

い数字です。この時、大阪市の事業といたし

ましては、新御堂筋の開通であるとか、築港

深江線の建設や大阪港の整備、あるいは大

阪城公園の整備と、いろんな公共施設や地

下鉄のさらなる延伸等々、公共事業がこの

万博を機に大いに進んだわけです。そうい

った意味で都市に活性化を与える１つのイ

ベントであるという認識は、前からござい

ました。昭和 56 年当時には「大阪城築城

400 年祭り」をやったわけですけれども、

「大阪 21 世紀計画」というのが同時期に進

行しておりまして、それの１つの事業とし
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てなされたわけです。これも入場者数は大

変多く、530 万人の人が集まりました。とい

うことで、大阪は万博を上手にするところ

でございますので、この花博もうまく進む

のではなかろうかということでございまし

た。 

一方、花博をする大阪市はどれぐらい花

や緑に貢献しているのかといいますと、昭

和 39 年、大阪市⻑の中⾺馨さんが大阪市を

緑にするということで、「緑化百年宣言」が

出されました。その思想は、もちろん緑の増

量でございます。もう１つは、緑化思想の普

及啓発ももちろん行われてきたわけです。

例えば昭和 39 年当時 288 カ所、340 ヘク

タールの公園が、平成２年には 813 カ所、

771 ヘクタールになって、現在はさらに増

えておるところでございます。平成２年当

時の１人当たりの公園面積を見ますと 2.93

平米、まもなく３平米という状態でした。樹

木は、公園街路樹の合計が 39 年 44 万本だ

ったのが、平成元年には 610 万本というこ

とで、大阪市は緑に対して非常な努力を重

ねてきたという経緯がございます。 

そういった背景を持ち、昭和 59 年には、

大阪市一丸となりまして花の博覧会をさら

に前へ進めるよう努め基本構想をまとめな

がら、科技博がちょうど 85 年に筑波で行わ

れ、それのあとの博覧会として大阪花博を

エントリーしたいということで動いており

ました。 

 

■ 国際博覧会の開催手続 

国際博にするには、やはり国の協力が大

切であります。したがいまして、今でいいま

す国交省、当時の建設省はもちろんのこと、

農水省や大阪府、あるいは当時ございまし

た大阪 21 世紀協会や大阪商工会議所、関経

連、都市緑化基⾦、守口市等の近隣都市の協

力を仰ぎ始めたところでございました。59

年の 11 月に大阪市⻑が建設大臣を訪問い

たしまして、鶴見緑地で国際的なイベント

花博をやりたいと陳情いたしたところ、で

は現場を見てみようかということで、当時

の建設大臣に乗り出してきていただいて、

さらに実現に近づいてきたということです。 

ところが、大規模な博覧会、総合博といい

ますが、千里万博のような種類の博覧会は、

10 年に１回しか催すことはできません。１

つの国で 10 年に１回です。その次のランク

として、テーマを限定した博覧会がござい

ます。これが筑波の科技博ですが、それに該

当する園芸に限定した博覧会をできないか

ということで、当時いろいろ探っていたわ

けですけれども、その大博覧会と個別の博

覧会いずれにしても、BIE、これは国際博覧

会のコントロールをしている組織ですが、

そこの了承が要るということで、しかもそ

こには同一国で博覧会は５年に一遍でない

とだめというルールがございますので、大

阪市が当時考えておりました 89 年の博覧

会開催は、ルール上無理であるということ

になりました。科学技術博の５年先という

ことになりますと、次は 1990 年。市制 100

年と合わなくなったわけです。しかし、やる

からには国際博でないと、観客動員もなか

なか大変だろうというふうなこともござい

ました。たまたま当時、⽇本のほかの都市で

も同じような考え方を持った方が動いてお

られた。それを見ておるだけではだめで、何

とか大阪でやる花博を具現化したいという

ことで、さらにいろいろ働きかけを広げて

やったわけです。 
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今申しました BIE の中に 20 項目の特別

博がございます。その中に、残念ながら園

芸、花や造園という項目がございません。と

いいますのは、AIPH というヨーロッパの

園芸家のグループが BIE の博覧会より先に

始めました。そういったちょっと先進した

面がありましたので、恐らく BIE はその 20

項目の特別博の中に園芸を入れなかったの

ではなかろうかというのが私の推測です。 

じゃ、どうすればいいのという話なんで

すが、この AIPH のほうに園芸あるいは造

園の団体が加盟する必要がございます。そ

れにまず加盟して、そこで博覧会開催の同

意をもらいまして、それに基づいて BIE に

申請するという、ちょっと手の込んだやり

方をしないとできないということがわかり

ました。そういった検討をしております間

に、国際博にするならいっそのこと国のや

る国際博にしたらどうかという動きになり

ました。ここから先は国交省が主になって

いろいろ動いていってくれたわけでござい

ます。国交省のみならず、農水省も一緒にな

りましたし、BIE への加盟の手続は通産省

の仕事であります。もちろん外国に出展要

請する必要もございますので、これは外務

省ということで、国挙げての協力体制がま

とまることになるのですが、そのあたりに

つきましては、あとで登壇されます松本さ

んのほうからご説明があろうかと思います。

こういったことで国際博としての花博が具

現化していくわけです。 

その間を少し飛ばしまして、では花博は

どういうふうにして進んでいったかといい

ますと、幸いなことに AIPH へ加盟するこ

ともできました。加盟しました団体は⽇本

造園建設業協会という団体で、これは造園

施工業者の集まりでございます。それが全

国的に組織を持っておりまして、オールジ

ャパンの組織であるということで加盟が認

められました。さらに、同じ年に博覧会を

90 年に開きたいという申し込みを AIPH に

いたしましたところ、これも同意を得まし

て、BIE のほうに申請することに相なった

わけでございます。これが鶴見緑地の花博

に入る前の状態でございます（下図）。１⽇

に 17 万人入ったというイベントをしたの

は、山のエリアがここですから、この（下図

左側）あたりの区域です。 

国の動きは少し飛ばしまして、いよいよ

鶴見緑地で花博をやるのにどういう手続、

あるいは構想があったかということをお話

ししたいと思います。 

この時点でもそれなりに樹木は繁茂して

おりました。しかし、計画を遂行するために

はやはり現状の変更が必要で、特に⻄側に

ございました乗⾺園ですとか、⻄南隅の貸

し農園、これも全部撤去する必要があると

いうことが出てまいりまして、大阪市は撤

去作業に入ったわけでございます。その時

私もこの仕事に参画しておりましたが、花

博の準備期間に入るちょっと前で、せっか

く樹木が生えているのになぜ引っこ抜くの

 

花博前の鶴見緑地 
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かと、このあたりに動物園で飼いますコア

ラのためのユーカリなども植えていました

が、それも移植の必要が出てきて、そういう

工事に入りますと、すぐ新聞社が、なぜそん

なことをするんや、博覧会で木を植えるん

やろう、なんで木を切るんやと。その翌⽇の

新聞に「なぜか木を切る花と緑の万博」とい

うタイトルで書かれました。それに対して

どうであったかについては、ここで申し上

げるほどの反応があったわけではございま

せんけれども、やはり緑を扱う人間として

は、心が少し痛む表現でございました。 

 
■ 基本構想/基本計画段階 

そういったこともありまして準備に入り

ます。こういう博覧会をやりますのには、ま

ず、どういう考え方で、どういう内容で、ど

ういう手法で博覧会をやるのかということ

を決めていかなければなりません。その１

つが基本構想の決定です。それに従いまし

て会場の基本計画をつくっていくことにな

ります。会場の基本構成は、大体３つぐら

い、山のエリア、野原のエリア、街のエリア

というふうなエリアを決めまして、そのた

めの具体的な内容まで詰めていく作業に入

っていったわけです。何しろ準備期間を含

めて３年ほどしかございません。非常に限

られた準備期間の中で何とか具体的に仕上

げねばならないということで、後ほどご登

壇されます大塚さん、会場計画策定の造園

コンサルタントのほうから多大な協力をい

ただいて、その作業を進めていきました。 

これが当時の大阪市のつくった花博のプ

ラン（左下図）。先ほど見ていただいた航空

写真のとおり、道路もありますし、それから

池、ここに大温室を建てて、これを中心の建

物にしてイベントをやろうという絵でござ

います。 

基本計画の策定はもちろんやっておった

わけですけれども、併せてイベントのＰＲ

をしなければませんので、こういうシンボ

ルマークとかロゴとかマスコットを決めて

いったわけです（右下図）。このマスコット

は、「花ずきんちゃん」というネームがつき

ました。これは、福岡在住の女性のデザイナ

ーが考えられて、今は亡き漫画の大家、手塚

治虫さんが手を加えられて、こういうデザ

インになったわけです。 

博覧会の仕組みがどうなっているのかと

いいますと、BIE と AIPH というのがあり、

AIPH はいわゆる園芸博を仕切るところで

ありまして、国際園芸家協会という組織が

 

大阪市にとる花博のプラン 花博のロゴとマスコット 
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これをやっております。その花博にはＡ類、

Ｂ類、２つございまして、花博はＡ類に該当

するわけですけれども、これにエントリー

して BIE に申請しますと、この EXPO90 が

成り⽴つわけです（左下図）。 

私も緑屋でございますが、当時、大体どれ

ぐらい緑屋さんがこの博覧会にかかわって

いたかということを緑色で示しております

（右下図のグレー網掛け）。大きな組織の中

で、そんなにたくさん緑屋がポストを占め

ていたというわけではございません。しか

し、この基本計画あるいは実施計画すべて、

緑の人たちが具現化をしたわけです。 

それで、最終の会場計画はこういうふう

に決まりました。細かい内容については、ま

た後ほど説明があると思います。 

私が担当しておりました計画建設部はど

んなことをやったかといいますと、もちろ

ん造園コンサルタント協会から出てきたい

ろんな実施設計、造園あるいはインフラに

関する設計を具現化していく。業者に発注

して、それを具現化していくという仕事で

ございます。中でも変わったところを申し

ますと、建物を建てますので、建築関係でい

ろいろな手続が入ってきます。これは会場

が守口市と大阪市にわたっています。大体

守口市がこれぐらいのところに入ってきて

います（次頁左下図）。それ以外が大阪市と

いうことになります。２つの行政区にわた

っていますので、建築関係は、普通は自分が

建物を建てるところの行政へ持っていかな

いといかんということがございましたけれ

ども、これは全国的なイベントであり、１つ

にまとめてするほうが参加者にとって便利

であろうということで、大阪市が建築指導

を担当した。ただ、それでも認められている

建物というのは今まで実績のある建物で、

建築基準法に合致した建物でなければ認め

ることはできません。その場合はどうする

かといいますと、新しい工法とか材質を使

う時には、国交省の外郭団体の建築研究所

に委託して判断してもらうという手続をと

ります。今までの博覧会で変わった建物が

申請されていますので、ほとんど前例があ

るということで、大体はパスしたところで

ありますけれども、一部、やはり評定を受け

たものがございます。 

もう１つ、当時を覚えておられる方があ

ると思いますけれども、これがメーンのエ

ントランスですね。ここに地下鉄の駅がご

ざいます。道路計画は、もともとの都市計画

決定はこうなんですね。地下鉄がここへ出

 

国際博覧会の承認機関 
 

協会内に占める造園関係者 
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てきて、道路をまたいで行くのか、あるいは

地下道を掘ってこちら側に出口をつくるの

か、いろいろ検討しました。それで、やはり

地下道を掘るのはべらぼうなお⾦がかかり

ますし、高速道路が鶴見の東側まで来てい

ますけれども、それが都島まで抜けるとい

う都市計画が今もあると思いますが、あま

り掘れないということで、ここから直接歩

いていけるように道路を曲げました。とこ

ろがここには大阪市の水道のでっかいパイ

プが入っています。そこへ大きな荷重がか

かりますと、破裂の可能性もなきにしもあ

らず。どうしてその荷重を避けるかという

検討をいろいろしました。その結果、掘削し

まして、管を防護し、その上に発泡スチロー

ルを入れる。発泡スチロールですと荷重が

かかりません。そういうふうなことをして、

このへんに確か通っていたはずですけれど、

あえて地下鉄の出口から会場への一体化を

図ったということがございます。 

そういったことで、雨の⽇も風の⽇も作

業を続けながら、どうにか会期に間に合わ

せたという経緯です。最終的な３月になり

ますと、皆さんが心配してくれます。間に合

うのか、間に合うのかと、いろんなところか

ら問い合わせがございました。「あんた、嘘

言ってるんじゃないでしょうね。本当に間

に合いますね」とダメを押されたこともご

ざいます。幸いなことに、無事開会を迎える

ことができました。 

もう１つは、外国庭園の参加。これは出展

部というところで受けていたわけですが、

施工については私どもの計画建設部が担当

しておりました。外国から基本設計という

かアイデアをもらいます。それを具体的な

設計にするわけですけれども、本国から来

られる国もあれば、そんな旅費はないとい

う国もいろいろありました。ですから、コン

セプトだけは出してくださいということで、

事務所とか設計者が来てくれるところはそ

れでいいんですが、出してもらって、それを

こなしながら、会場計画のコンセプトに合

わせながら、そのお国柄をあらわし、さらに

その国の植物を展示できるような形にする。

いろいろ苦労もありまして、準備期間中は

休みをもらいましたけれども、結局開会中

の 183 ⽇間、トラブらないか、事故が起こ

らないかということで、休みもとれずに、痛

い胃を抱えながら会期の終末を迎えたとい

ったことでございます。 

まだ少ししゃべり残したこともございま

すけれども、それはパネルディスカッショ

 

最終の全体計画図 
 

会場全景 
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ンの時に時間をいただきまして、お話、ある

いはご質問に対して答えていきたいと思い

ます。非常に粗雑な話で失礼いたしました。

私の話はこれで終わらせていただきます。 
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講演② 

「花の万博の経緯と成果」 
松本 守⽒（フジテレビ総合開発局特区事業室） 

 

 

花博が終わってから 25 年たっています

けど、20 年ぶりぐらいにここへ来ました。

新幹線で東京から来て、環状線に乗って、鶴

見緑地線でここまでまじめにちゃんと公共

交通で来ましたけど、大阪って随分変わっ

たなあと思って。環状線で梅田から桜ノ宮

ぐらいまで、昔我々がいたころは相当遠く

まで見えたような感じがしましたけど、両

側がビルで囲まれていて変わったなあと思

いました。桜ノ宮から京橋の間はあんまり

変わってなくて、あ、そうそう、これだった

なと思ったんですけど。で、京橋の地下鉄の

駅のほうへ下りてきますが、あそこにモー

ルというか、結構食べ物屋さんがたくさん

あって、あれがほとんど変わってない。僕の

記憶でいうと、昔のお店がそのまま入って

いるところが８割方あったんです。これも

東京だと考えられない。東京だと全部入れ

替わっていると思うんですけど、大阪の人

はやっぱり腰が座っているなという感じが

しました。 

あと、地下鉄に乗って鶴見緑地に上がっ

てきましたけど、バリアフリーにされてい

ないのはびっくりしますね。花博の時につ

くったままで、あまり変わってないんだと

思うんですけど、駅を下りて上がる時にス

ロープが１個ありますが、駅の中もそんな

にエスカレーターがあるわけじゃないし、

バリアフリーということでいうと、25 年前

の花博の時、あれで許してもらったんだな

あと思って、ものすごく感慨深い印象がし

ました。あと、壁画とか、鶴見緑地の駅を上

がってきて振り返った時に、「水の館」と向

こう側に「いのちの塔」が見える。あのへん

の景観は花博の時からあまり変わってない

ので、非常に懐かしいなあと思って。中へ入

るとたぶん大分変わっていると思いますが、

外側から見る限りは昔のままだなという感

じがして、大変感慨深いものがございまし

た。 

 

■ 「緑の 3 倍増計画」 

配布資料の方にメモだけ書いてあります

けれども、私のいただいたお題は、政府関係

の経緯はどんなことだったのかということ

ですので、１ページ目にはどんな格好で開

催が決まったかということを書いてござい

ます。宮﨑さんから大阪市の動きがありま

したが、我々の方で言いますと、当時、建設

省公園緑地課で全国の公園をつくっていた

わけですが、緑化についてはこれからとい

うところだったわけです。 

ちょうど中曽根内閣が発足しまして、こ

 

松本氏の講演の様子 
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の当時、木部建設大臣だったんですけれど

も、中曽根さんが緑についてやりたがって

いるのでいいアイデアはないかということ

がございました。皆さんご存じないかもし

れませんが、毎年 10 月に都市緑化月間とい

うのがありまして、銀座のソニービルのと

ころで苗木を配ったり、というふうなこと

を毎年やっていたんですが、その時に中曽

根総理大臣がソニービルに行くので、そこ

に⽴って演説できるいい内容を考えろ、み

たいなことがありました。その時に「緑の３

倍増計画」、要するに全国の緑を３倍にしま

しょうというのを総理へ持っていったわけ

です。最初は実は２倍だったんですけど、２

倍じゃ総理大臣はないだろうと言うので、

じゃ３倍ですと。これは決める時にはいろ

んな省庁と調整をしなくちゃいけないので、

当時の大蔵省に持っていくと、「お⾦もない

のにこんなことできないだろう」と言われ

て、「おまえら、あとで恥かくぞ」と「緑の

さんざん計画」と言われましたけれども、と

もかく中曽根総理は、銀座のソニービルで

緑を３倍にするぞと。３倍の目標は 20 万本

だったと思いますけど、20 万本の木を植え

て緑を３倍にするぞということがございま

した。この計画の中に、花と緑の国際博覧会

を大阪でやるというのがありまして、大阪

市の計画に建設省が飛びついて、国際博覧

会をやろうということで、この計画の中に

盛り込んだということでございます。 

 

■ AIPH（国際園芸家協会）への加盟 

もともと大阪市は、AIPH（国際園芸家協

会）と話をしていて、Ａ１クラスの博覧会を

やりたいと。国際大博覧会というジャンル

だったんですが、そのためには誰かが会員

にならないとできないということがありま

した。国の行政は縦割りですので、建設省か

農水省かみたいな話が当然ありまして、大

阪市は建設省にも来ていましたけれども、

農水省のほうにも行っていました。鶴見緑

地でやりたいということなので、公園でや

るので建設省に来ていて、園芸博覧会をや

るという意味では、園芸家協会はどちらか

というと花とか園芸の方たちの団体で、加

盟した造園建設業協会はトンカチやるとこ

ろで、花をつくっているところじゃないの

で、農水省の園芸団体が入られるのが本流

だと思うんですけど、そういうことがあっ

て大阪市は、加盟という意味では農水省に

行かれたんだと思います。 

ただ、建設省はトンカチというか、ようす

るに実行力、行動力があるので、何かやろう

と思ったらさっさと行っちゃうところがあ

るので、農水省よりは建設省のほうがすば

しこいということがあるものですから、大

阪市が農水省に園芸家協会加盟の話をして

いると、ぐずぐずしてなかなかうまく前に

行かないので、じゃあというので我々が造

園建設業協会に、「とりあえず AIPH に行っ

て加盟申請しろ。資格がないよと言われた

らしょうがないけど、ともかく行ってみて、

加盟できたらそれでいいじゃない」みたい

なことだったんです。どちらかというと建

設業協会のほうが組織としてはしっかりし

ていて、園芸のほうは割と大きなところと

小さいところとあって、協会としてのまと

まりがなかったということもあったと思い

ますけれども、建設業協会が AIPH に加盟

ができて、同時にＡ１の開催承認ももらっ

てきた。 

建設業協会は、建設省の外郭団体という
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ことがあって、基本的にはこのへんから建

設省が主導をとって国際博覧会をやろうと

いう話になったということでございます。

当時は、今、ヨルダンで頑張っておられる中

山外務副大臣のお父さんの中山正暉先生と

か原田憲先生とか、大阪は非常に偉い先生

がたくさんいらっしゃったので、全国から

園芸博覧会をやろうという声がありました

けど、結果的に大阪の先生の力とか、あるい

は大阪市がいろいろと先に勉強されていた

ということがあったので、大阪の鶴見緑地

ということで決まりました。 

 

■ BIE（国際博覧会協会）総会での承認 

配布資料の３番目にありますけれども、

政府ベースでは博覧会条約に基づいて国が

加盟している BIE（国際博覧会協会）に申

請しなくちゃいけないということがあって、

閣議了解は 1985 年９月にやりました。誰が

主幹大臣になるかということがありまして、

AIPH に加盟しているのは建設省の団体だ

ということもありましたけれども、いろん

な手続等々を建設省が率先してやらせても

らったということもあって、担当大臣は建

設大臣となりました。農水大臣は両省協力

してちゃんとやりなさいよというような閣

議了解を９月にすることができました。余

談ですが、我々建設省の公園の先輩に塩島

大さんという人がいまして、１年前に衆議

院選挙に出るといって出て当選して、１年

たってちょうどこのころ、体を悪くして危

篤になって、その塩島大先生が亡くなる寸

前ぐらいに中山正暉先生から電話が来て、

あした閣議了解するぞ、おまえら準備しろ

という話になって、塩島大先生が亡くなる

と同時にこの博覧会の閣議了解ができた。

そういう意味では大変感慨深いというか、

非常に劇的な形で、しかも「担当大臣は建設

大臣にしたぞ」と正暉先生から言っていた

だいて、非常に思い出のある閣議了解です。 

その後、配布資料の４番目にありますけ

れども、その年の 12 月に BIE の総会があ

りまして、花博が承認された。その事前の６

月に、BIE 総会での一般規則とか特別規則

の承認があるんですけど、要するにこの花

の万博をやるに当たって、こういう規則で

博覧会をやりますよとか、外国から出展し

ていただく時にどういう出展の形態で出し

てくださいねというような規則を先につく

って、それを承認してもらわなくちゃいけ

ないわけですけれども、花の万博を⽇本で

やったことがありません。海洋博覧会とか

いろんな博覧会はやっていますが、園芸博

はやったことがなくて、どういう規則をつ

くればいいのか、実は誰もわかりませんで

した。 

 

■ 事業計画と資金計画の決定 

これも大阪市が非常に先行しておられた

ので、先ほどお話があったフロリアードと

か、直前にはイギリスのリバプールで園芸

博覧会があって、そのへんの一般規則や特

別規則を手に入れておられましたので、そ

れをいただいて、若干⽇本型に直しました

が、ほとんど丸写しで、内容はわからないけ

ど、まあこれでいいだろうというので BIE

へ持っていって、一般規則を審査してもら

ったんです。当時の在フランス⽇本大使館

の参事官、外務省、農水省の担当と４人で一

般規則の委員会に乗り込んでいって、説明

をして、これで承認しろという話だったん

ですが、なかなかそこは厳しくて、いろんな
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ことを質問するんですけれども、基本は全

部向こうの言うとおりに直す。こっちもよ

くわかっていないので、向こうが「これはこ

うじゃないか」と言ったら、全部そのとおり

「はい、直します」ということで、ともかく

全部向こうの言うとおりに直しました。結

果的に細かい修正が多く指摘されて、とも

かく一般規則についても何とかクリアして、

12 月に正式に登録がされたということで

あります。その結果を踏まえて、翌年の２月

に、博覧会のための協会が設⽴されたとい

うことになっております。 

あとは、それに基づいて法律ができたり、

あるいは配布資料の７番にあります、関連

公共事業の計画ができたりということで、

鶴見緑地をつくりますよとか、国道をつく

りますよというような関連事業、当時のお

⾦で 1,900 億円という事業計画を決定し、

８番目に、博覧会にどれぐらいお⾦をかけ

ますかということがありまして、1988 年１

月に建設費が 360 億円、ほかに既定の公園

整備、鶴見緑地はもともと公園ですので、将

来計画に基づいてつくる分ということで

120 億円、全体で 480 億円の建設費という

ことになりました。それから、運営費が 422

億円ということで、これは基本的にほとん

ど入場料で賄いますという前提です。先ほ

ど宮﨑さんからお話がありましたけど、入

場者を何人にするかというのが非常に問題

でして、この時には 2,000 万人、筑波博と

ほとんど同じですが、2,000 万人入場者が来

れば全部間に合いますよということ。例え

ば 1,000 万人にすると、この半分ですので

200 億円しかお⾦が使えないということに

なりますので、科技博とほとんど同じ内容

で、422 億円を運営費に使いますというよ

うな計画ができ上がりました。 

1988 年はそんなに景気がいい時ではな

くて、博覧会があった 1990 年になるとだん

だん景気がよくなってきたバブルの初めの

ころで、結構⺠間の方からもいろんなお⾦

がもらえたわけです。例えば、海外から外国

庭園に出展しますよと言うんですけれども、

ただお⾦はないよという話がたくさんあっ

て、協会でお⾦を用意するから来てくれと。

宮﨑さんが言ったように、図面を送ってく

れればこっちでつくっておくよ、みたいな

話がたくさんあったわけです。外国庭園の

建設のために、いろんな企業に外国庭園に

お⾦を寄附してくださいということで回る

と、結構お⾦をくれたんですね。 

私が担当したのは、例えば中国庭園は大

塚製薬さんがお⾦を 5,000 万円ぐらいくれ

たんです。余談ですけど、5,000 万円くれた

ので中国庭園をつくってくれと中国に言っ

たら、円ベースは嫌だ、ドルベースで⾦をく

れと言われて、その当時、140 円ぐらいのレ

ートだったと思いますけど、いいですよと

いうことで、5,000 万円を 140 円で割って

何十万ドルですねと協議して帰ってくると、

当時の協会の財務部⻑さんが、「おまえ、ド

ルベースでやって責任とれるのか。円高に

なった時、10 円違うと相当違うじゃないか」

と問題になったんです。「その時は何とかし

ます」とか言ったんですが、大塚製薬さんは

大変優しい会社でして、そのぐらいをドル

ベースであげますよと言っていただいた。

いろんな企業を回って、当時は、不動産バブ

ルでしたけれども、新興の不動産屋さんに

行くと、1,000 万円ぐらいすぐにいいよとい

うように、結構お⾦はあったんです。 
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■ 会場計画決定までの経緯 

このあたりまでは、建設省で仕事をして

いたんですけれども、このあと博覧会協会

に出向してやれと言われて、博覧会協会に

移ってきました。その次のページ（配布資料

P7）が私の携わった会場計画とか開催中の

話です。１と２の会場計画のあたりは、私が

まだ建設省にいたころに協会がやった仕事

でございます。この中で会場計画あるいは

会場基本計画とかいろいろやったんですけ

れども、委員会がありまして、１つは、「自

然と人の共生」みたいなことで、「共生」と

いう言葉が出てきました。当時、国際関係で

は、東⻄対⽴があったので米ソ共存とか、

「共存」という言葉は結構使われたんです

けど、「共生」という言葉はほとんど使われ

ていなかったんですが、私の上司で非常に

直球しか投げないという、ぶれない人がい

たんですけれども、その人が「共存」という

言葉はこの際だめだ、「共生」という言葉を

使うべきだと言いました。要するに敵対す

るものが一緒に存在するのが「共存」で、も

ともと一緒にあるべき人たちが一緒に暮ら

すのは「共生」と言うんだと。したがって、

アメリカとソビエトは共存しているんだ、

人間と自然は共生しているんだということ

で、「共生」という言葉が正しいと、「共生」

という言葉に全部直されました。 

それから、今までの博覧会というのは、博

覧会屋さんというか、博覧会に非常に慣れ

ていらっしゃる方が⽇本万博以来いろいろ

いらした。プロデューサーとかいろんなこ

とで、もちろん人の捌きとか、どういうふう

に管理していくとか、警備をどうするとか、

会場の運営をどうするかというのは慣れて

いらっしゃいますから、当然そういう方が

いらっしゃるわけですけれども、私たち特

に建設省の⽴場でいうと、この博覧会を機

会にして、公園とか緑についてどんどん展

開していく、いろんな物事が動くきっかけ

になればいいなということがありましたの

で、やっぱり花と緑みたいなことが中心に

座っていないといけないということがあり

ました。 

会場計画ですと、委員会の人たちの主要

なところが建築の方とか今まで博覧会をや

ってこられた方が多かったわけですけれど

も、そういう方たちの基本計画、あるいは議

論の中にどうやって緑とか花を主体にして

いくのかということがありまして、先ほど

申し上げた私の上司の直球一直線のぶれな

い方が、その会場計画委員会に乗り込みま

して、今までの会場計画は全部だめだ。会場

が全部花と緑でいくような屋外型で、パビ

リオンはもちろんあってもいいんだけど、

それは主体ではない。そこで博覧会のテー

マを展開するのではなくて、会場全体でや

るんだというような大演説をぶちかまして、

計画委員会はしらーっとして、「じゃ、おま

えら、好きにやれ。やれるもんならやってみ

ろ」みたいなことで皆さんお帰りになって

しまって、あとで何かぽつんと我々だけ残

っちゃったみたいなことで、そんな頑張ら

なくてもいいのにな、と僕なんかは思った

んですけど結果的にはその人がいたおかげ

で博覧会がきちんとできて、花とか緑につ

いてのことが非常にうまくいったんだと思

いますが、そんなこともありながら計画が

でき上がりました。 

その計画をつくる時にも、今までの博覧

会に慣れたコンサルタントさんとかがいろ

いろいらっしゃるわけですけれども、そう
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いう人たちが中心になってくると、いわゆ

る花とか緑がどうしても端っこになってし

まうということがありましたので、私のあ

とに大塚さんが話されますけれども、造園

の技術者、コンサルタントの方に仕事をし

てもらうのが筋ではないかなということで

やりました。 

失礼ながらその当時、造園コンサルタン

トって、公園のすべり台とかブランコとか、

そういうのを設計している人たちでしょう

ぐらいの認識しかあまりなかった。我々は

もちろんよく知っていますけれども、先ほ

ど宮﨑さんが、組織の中で緑屋さんがどれ

ぐらいいるかという表を示しましたが、そ

れ以外の人は、公園というのはそのへんに

ある児童公園、ブランコがあったり、という

ことでしょうみたいなことなので、そんな

ちまちましたものを設計している人たちに

こんな 100 ヘクタールを超えるような博覧

会の設計なんかできるわけがないでしょう

みたいなことがあったんです。それを何と

かコンサルタントの皆さんにやっていただ

きたいなということで、いろんなことがあ

ったんですけど、残念ながら協会の中にい

るとそういう力関係がなかなか難しいのと、

それから私のこういう性格ですので、「まあ、

いいじゃないですか。仕事ができればいい

んでしょう」みたいなことでふわっとやっ

たので、なかなかうまくやれなくて申し訳

なかったんですが。今どういう認識になっ

ているかは別にして、造園コンサルタント

のある大⽴者がいて、それが総合プロデュ

ーサーとして博覧会ができ上がったという

ような認識にはなかなかなれなかった。こ

れは反省材料というか、力不足で申し訳な

いなと今になって思っていることです。 

それから、いろいろ仕事をやってもらっ

ていて、会場計画を見ていただくと、パビリ

オンのあるほうは割と格子状になっている

というか、碁盤の目になっているのがおわ

かりになると思います。コンサルタント協

会の皆さんとわーわー言って、よし、これで

いこうといった時は、本当は池に向かって

放射線状に園路を入れようと。「どこを歩い

ていても、あるところに行くと必ず池が見

えるので、自分のいる場所がわかるような

のがいいね」「すばらしい、やろう」と言っ

て決めたんですが、会場計画を決めるずっ

と前に出展部というところが、碁盤目に切

ったやつで各企業にパビリオンを地割りし

て土地を売っていた。我々は知らなかった

んですけど。 

従って、碁盤目を崩して放射線状にやる

と、俺のところの土地が悪いところになる

とか、出展の人たち、⺠間のパビリオンの人

たちに総スカンを食らいまして、あっとい

う間に方針が変わりました。大塚さんのと

ころに林さんという人がいたんですけど、

林さんと「変わってもいいじゃないか」とい

うことで、次の⽇、大塚さんに言ったら、あ

とで林さんが大塚さんに「おまえら、何の信

条もないのか」とすごく怒られたというん

ですけど、あれは林さんのせいではなくて

私のせいでありました。残念ながらできな

かったこともあるんですけど、とりあえず

会場計画ができ上がって始まりました。 

この中で、さすが造園だねという格好で

一つあったのは、皆さん、花博の時に最もす

ばらしいと思われたと思いますけど、大池

の南側に「花の谷」という花がいっぱいのや

つがありました。あの花の使い方、花壇にチ

ューリップを植えているのはよくご存じだ
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と思いますけど、全体として花を⽴体的に

景色として見せるというのは⽇本ではあま

りなかったと思います。そういう見せ方は、

あそこがある種、秀眉だったんじゃないか

なという感じがします。きょう、来られてな

いので残念ですが、鷲尾さんという方が最

初に宿根草の使い方みたいなのを我々に説

教されました。「花舞台」から「花の谷」の

ところの花の見せ方がこれまでのやり方と

は全然違ったので、なるほど、こういうこと

もあるのかなということで非常に評価があ

った。 

それから、街のエリアのストリートのと

ころに池があって、⽇除けにいろんな旗み

たいなものを使ったりしました。あれは大

塚さんのアイデアですけど、道の中にいろ

んな小物でアクセントをつけたり、縁台み

たいなものを置いていくという、⽇本的な

非常に細かい装置をつけた。今までの万博

ですと、道は通るものという前提ですので、

あまり余計なものを置かない。危なくてし

ょうがないから余計なものを置かないとい

うのが普通なんですけれども、そこは花の

博覧会、花の万博ということがあったので、

木を植えてみたり、いろんな装置で賑わい

を創出し、景観をつくったというところが

あったと思います。それから、花のバスケッ

トとか、お皿に乗っけた花がたくさん会場

の中にありました。ああいう花の新しい見

せ方とか置き方が全体にたくさんあったの

で、そのへんもでき上がってみれば、なるほ

ど、造園の連中がちゃんとやってるな、とい

う評価があったような気がします。 

あとは、大阪市の公園なので、480 億円あ

るいは 360 億円という建設費なんですが、

当然、やっているうちに足りなくなるので、

大阪市の公園事業ということで、例えば外

国庭園なんかも、一部は、終わってからも公

園として残すんだということで、国の補助

⾦を使って公園事業としてやらせてもらっ

たということがあって、480 億円では足り

なくなって、いろんな格好で大阪市とか大

阪府にお⾦を出してもらった。その時に、先

ほど宮﨑さんから博覧会の前の鶴見緑地の

写真がありましたけど、いろんなところを

どんどん削りました。削りましたと言うと

変ですけど。この国際展示館もそうなんで

すが、これはもともと計画にはなくて、最後

のほうになってから松下記念財団がここに

何か記念になるものをつくりたいといって、

20 億円か 30 億円出すと言っているんだけ

ど、どこかにこういうのをつくれと言われ

て、当時、私、計画課⻑をしていて、「ここ

しか空いてないからここにやりましょう」

とか言って四角く描いて、大阪市に持って

いって、「ここ、すみません、山を削ってこ

ういうのを建てます」。最初木を切る時も、

せっかくごみの山から何十年もかかってこ

こまでやったのを、おまえら切るのかと相

当叱られたんですけれども、最後のほうは

ほとんど諦めていただいたので、「ここ切り

ます」と言ったら「はあ、どうぞ」みたいな

ことだったんです。そういう意味でいうと、

大阪市の公園の担当者の方とか、本当いう

と大阪市⺠の皆さんだと思うんですけど、

大阪の皆さんには随分迷惑をかけてこの博

覧会が成功したんだろうと思います。 

 

■ 開催期間中の経緯 

期間中の思い出話みたいなことですけれ

ども、私は計画建設部というところにいて、

宮﨑さんと一緒に建設をやって、開幕の時



30 

 

には企画調整部で全体の調整をさせていた

だきました。その中で事件・事故でいうと、

ウォーターライドとか、あるいはロープウ

ェイから滑車が落ちたとか、マジカルクロ

スって左の上のほうに遊園地がありました

けど、そこの風神雷神というジェットコー

スターみたいなものの車輪がどこかに飛ん

でいっちゃったというような事故がたくさ

んありました。あるいは台風が来たことも

ありました。 

ウォーターライドは、開園２⽇目に船が

落っこちた。みんな、船が空から落っこちた

とびっくりしたんですけれども、ああいう

のがあると、今だとたぶん中止で、もうその

後開けなかったと思いますが、あれでも一

⽇も休んでないんですね。博覧会は一⽇の

休止もなくやりました。台風の時も３時ご

ろに閉園したんですけれども、次の⽇から

また始めました。 

ということで、いろんな事件・事故があっ

た割には、一度も中止することはなかった。

これも田中さんという偉い人がいて、この

人もまた乱暴な人なので、やめないって言

ったらやめないみたいな、そういう人がい

て、ともかくこれはこういうふうにやるん

だという方針を決めて、それに従ってやる。

そういう意味で、組織というよりは人がち

ゃんといたということだと思います。こう

いう博覧会をやる時は、組織よりは人がい

たほうがいいのだろうと思います。そうい

う意味で人に恵まれたところもあって、休

まずにやることができたと思います。 

それから、猛暑とか豪雨とかたくさんあ

って、これも宮﨑部⻑は施設管理部⻑で苦

労されましたけど、この時はものすごく大

雨が降ったんですね。それと、鶴見緑地って

割と谷みたいなところがあるので、谷のと

ころの下水、雨水がばーっと噴き出して噴

水のようになるということがあったり、花

の万博なので、木で舗装しているところの

木がぷかぷか浮いちゃうとか、いろんなこ

とがあったんですけれども、そういうこと

も何とか切り抜けていただいて、猛暑の時

には雪を降らしたり。「雪降らせろ」と言っ

て、「雪なんか降らせられないでしょう」、

「考えろ」と言われて、氷を砕いて人工雪。

今みたいにきれいにはならないですけど。

じゃ、氷を買わなくちゃいけないというん

で、大阪の氷業者さんの協会に聞いたら、だ

めだ、花博に１⽇ 200 本も出せるわけがな

いと断られて、鳥取県の漁船に氷を渡す人

がいるんですね。どこの人か忘れましたけ

ど、鳥取県から毎⽇、４トントラックに氷を

200 本積んできてもらって、会場の中に氷

柱とか氷を配るというようなこともやりま

した。それから、桟敷をつくってみたり、い

ろんな格好で対応しましたけど、それも決

断力のある人がいて、その人がうまく仕切

ってくれたと思います。 

 

■ 花と緑の万博の成果とは何か 

最後に、「花の万博の成果とは何か」と書

きました。これはあとでシンポジウムのテ

ーマにあるようですけど、基本的にいうと、

何だかんだ言っても、やっぱり花博が終わ

ってから街の中に花が増えたりしたのは事

実だと思いますね。花があると楽しくなる

んだと。ここに来られた方は当然ですが、全

国的に見ても、やっぱり花を街の中に置く

とかいうことが花博を契機にあったんじゃ

ないかなと。そこは自負してもいいだろう

と思います。それからいろんな技術、先ほど
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言ったバスケットとか大きな皿の上に花を

置くとかいう花の見せ方も、この博覧会を

契機にして随分進んだんじゃないかなと思

います。今現在もいろんな形でさらにそれ

が増えて、屋上緑化とかいろんなことに発

展していますけれども、いずれにしても花

の万博というのは、もちろんいろんな評価

があると思いますけど、花の普及、街の中に

花を持ち込むとか、生活の中に花を持ち込

む、ご仏前の花ではなくて花を持ち込むと

いう意味では、非常に成果があったという

か、きっかけになった博覧会ではないかな

ということで、そこだけは十分自慢しても

いいんじゃないかなと思います。 
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講演③ 

「大阪花博の会場計画」 
大塚 守康⽒（ヘッズ取締役会⻑） 

 

 

私の役目は、今、お二方がいろいろご苦労

されていた、それまでの用意とか段取りと

いったものを絵にしていく、現場の絵に仕

上げていく役割です。先ほどの松本さんの

お話にもございましたけれども、ランドス

ケープコンサルタンツ協会という社団法人

の組合の会員が一団となって、さらにその

中から関⻄支部の方たちが最終的には実力

を示して、花博会場を成し上げたというよ

うな経緯であります。その中で私は、現場の

旗振りをさせていただいたということにな

ります。 

 

■ 会場計画の過程 

これは、先ほど来、松本さん、宮﨑さんの

中にも出てまいりました花博会場の計画図

です。こんなに美しい、あるいは結構複雑な

絵が一朝一⼣でできたわけではないので、

それに対する段階を私のほうからお話しさ

せていただき、先ほど司会からありました

花の写真などについても皆さんに見ていた

だこうと思います。 

絵に入る前に、これは宮﨑さんも松本さ

んもお話しされておりましたが、花博の理

念という非常に大事なものがあります。か

つて私が絵を描くほうで、松本さんがいろ

いろと文章をまとめられるあたりで、「大塚

さん、絵は変わってもいいんだけど、文章は

変わらないよ」と言われた時がありました。

まさにそのとおりで、花博の理念というの

は、国がやることであり、世界が相手でござ

いますので、今、何で花博なのか、それが今

の社会にどういういい影響を及ぼすのか、

あるいは未来に対して花・緑という博覧会

をやることがどういう展開をしていくのか、

そのあたりを非常に格調高くうたい上げる

必要があります。それによって松下財団も

⾦を出す気になるし、世界の国々も、それで

はうちの庭園も出してみようかという気に

なるわけで、そのへんが一番大事なところ

かと思います。どんな格調高い文章がうた

われたかというのは、皆さんのお手元の 12

ページに収録されておりますので、いずれ

お目を通していただければと思います。 

では、絵のほう、次に入ります。これは、

今の絵を具体化してでき上がった航空写真

です。かなり複雑なんですが、その次、お願

 

会場全景 
 

大塚氏の講演の様子 
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いします。一遍に図が単純になりました。こ

れは、あれだけ複雑な中身の濃い会場計画

が、どういうところからスタートしたかと

いう図であります（左下図）。お二方からも

ゾーニングというようなお話がありました

が、山のエリア、大池を中心とした野原のエ

リア、それと今、大温室などが建っている平

たい街のエリア、この３つのゾーンを基本

として会場計画をしますよというのが、ま

ず発端です。後ほど失敗例などもお話しさ

せていただきますが、我々ワーキングが最

初からこういう形で独断で走っていたわけ

ではありません。非常にベテランの偉い先

生方、都市計画、建築、当然ながら造園の先

生もお入りになってらっしゃいましたが、

その方たちの会場計画委員会、なかなか権

威のある、あるいは非常にうるさい委員会

です。そこに対してお伺いを⽴てながら進

めなければならないということで、まずは

スタートさせていただいたものです。 

ただ、これは非常に単純だといいながら、

まず山、野原、街というエリアの区分が非常

に普遍的であること、それから一般に非常

にわかりやすい。そのへんについては非常

にうまいエリアだなと思います。それとも

う１つ、大阪市さんが⻑年営々と築かれて

いた鶴見緑地の基本が、山にしても池にし

ても造成平坦地にしても壊されていない。

基本的にはその基盤をそのまま受け継いで

いる。この下に断面があります。 

もう１つは、ゾーニングの段階から、花博

として将来どんなものが出てくるかという

のは大体予想がつきます。まず国際庭園は、

もうちょっと具体的に言ってみれば、丘陵

地の良好な住宅に庭がいっぱいあるような

イメージかなとか、野原のエリアというの

は、花がいっぱいでのどかで、それでいてイ

ベントが開催しやすいようなところ。街の

エリアというのは、当然ながらパビリオン

が並び建つところ。そういったものの予測

値が矛盾なく話のできるエリアニングだと

思います。そのへんで、一見単純に見えるゾ

ーニングが以後のスタートになったという

ことは、これから展開していく上で非常に

よかったかと思われます。この単純明快な

ゾーニングに対して、ちょっと我々のほう

は勇み足で独自の絵を描き出しちゃったと

いうところがありますが、後ほどまたご覧

にいれます。 

これは、今のゾーニングに対して会場で

どういう主動線を設定するか、あるいは当

初からメニューに上がっている大型施設、

 

みち・ひろば計画 
 

会場計画原案 
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例えば国の出展する政府苑ですとか、ある

いは催事会場とか、ある意味でのシンボル

の大温室とか、そういったものをこの構成

の中で位置づけてあげる（前頁右下図）。こ

れは皆さんもよくお聞きになられるかと思

いますが、こういう広い会場では主動線は

一筆書きで書けるのが一番いいよというの

が、都市計画、そのほかベテランの先生たち

のご指示でした。 

それから、こういった諸施設の位置の確

定も非常に大事なことでした。といいます

のは、１つの組織が常に全体的にものを進

めるというのではなしに、各種の事業がた

くさん集まって１つの博覧会を成しており

ます。例えばこの政府苑ですが、こういった

道の造成や庭の造成とは別部隊の、政府苑

の計画や予算取りや展示内容を決める部隊

が、この位置を会場計画で決めてあげるこ

とによって、独自に進めることができるわ

けです。それぞれの主要施設の丸において

は、全部同じように別部隊がスタートし始

めます。 

こういったことについて、先ほども松本

さんのお話でありましたが、実はランドス

ケープコンサルタンツ協会全員とは言いま

せんが、そのほとんどが、こういう大きなエ

リアの構成図、都市計画的な作業をすると

いうことは経験がなかったんです。今まで

も博覧会にはたくさん参加しているよとい

う経歴はあるんですが、どんな参加の仕方

かというと、例えばここに⽇本庭園があり

ます。⽇本庭園は、当然ながら都市計画屋さ

んの仕事でなしに造園、ランドスケープの

仕事になります。位置決めをしてもらった

上で、そこを公園化する、あるいはパビリオ

ンの庭をつくる、そういう局部的な次の段

階の仕事は、皆さん、たくさんされておりま

したが、それを１つのこういう大きさに組

み上げるというのは経験がありません。諸

先生から、花や緑だから造園屋がやるのは

いいけれども、やれるものならやってごら

んなさいと。まさに我々は、諸先生の部下の

方たち、実際に現場で動かれた、科技博や沖

縄博や横浜博をやられた方たちに丁寧にご

指導を受けながら、会場計画をつくってき

ました。その丁寧にご指導を受ける内容は、

結構針のむしろで、「そんなものもわかって

ないでよくやるね」みたいなことで、かなり

汗をかいたような経緯があります。 

これはちょっと図がわかりにくいですが、

今の図からさらに土地分譲に移っている図

面です（下図）。松本さんがおっしゃってい

たそれぞれのパビリオンへの土地の売買と

いいますか、使っていいよという権利、そう

いったものの区分が街のエリアでは各企業

へのパビリオンの割り付けとして出てきて

います。それから、山のエリアについては、

外国庭園がどれだけの数、どういう形で入

ってくるか、それを園路なんかから見える

形、あるいは池の反対側から見える景色。中

国庭園という話題がありましたが、ちょう

どここにありまして、池の縁の非常にいい

 

展示施設配置計画図 
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アクセントになっています。それから、山の

エリアのこちらのほうにつきましては、⺠

間の企業、団体などの庭園が張りつかれる

という大きなゾーンにおいて、それぞれゾ

ーンだけでなしに土地の大きさ、あるいは

隣が便所であるのか売店であるのかといっ

たそれぞれの個性まで、マイナス点のない

ような形で全部配置してきております。先

ほど都市計画と言いましたけれども、博覧

会というのは、ある種、土地の分譲プランだ

とも言えます。というのは、博覧会がすべて

公的なお⾦で行われるわけでなしに、それ

ぞれのパビリオン、それぞれの庭園が、それ

ぞれ使えるお⾦でもって、あるいは企業が

持ち込んできたお⾦でもって、どれだけ賑

やかな、あるいは華やいだものをつくって、

花博という理念に従ってテーマを展開して

いただけるか。それが、博覧会全体がどう賑

わうかということにつながってくるわけで

す。 

博覧会というのは、決して一個人、一団体

の計画で済ませない。例えばゲートが４カ

所か５カ所ぐらいありまして、メーンゲー

ト、⻄のゲート、守口からのゲート、北のゲ

ートとあるんですね。あまり大きくない博

覧会や緑化フェアだと、１つの建築屋さん

に全部やってもらっちゃうのが一番手っ取

り早い。でもそれだと、その建築屋さんが連

れてくるお客さんにしてもその関係者にし

ても限度がある。それをたくさんの建築部

隊に分散してやっていただければ、その方

たちの背後にあるお客さんの可能性のある

方たちが、皆さん、この博覧会を非常に気に

していただいて、遊びに来ていただける。ま

た、言葉は悪いんですが、そういう意味で

は、ある種ごった煮のほうが博覧会は賑わ

います。 

もう１つ、余談でおもしろいのは、ランド

スケープのほうは、この博覧会を仮設とい

うこと、あとは公園に戻すんだということ

を頭に置きながらデザインしてまいりまし

たけれども、建築屋さんは、結構計画では偉

そうなことを言うんだけど、仮設というも

のの概念がわからない。本設だか仮設だか、

その当時は仕分けがなかったんです。もう

ちょっとさかのぼって言うと、私、この歳で

すから 70 年の千里万博にも多少首を突っ

込んでいたんですが、あの当時のパビリオ

ンというのは、お⾦もたくさんあったとい

うか、コンクリートの本建築ばっかりでし

た。それをあとでどう片づけるかという時

に、旭化成さんが、コンクリートの中にダイ

ナマイトを仕込む穴をあけておきなさいよ、

そこで火をつければ、一遍にドサッと崩れ

るよというような話も出るほどに、博覧会

だと言いながらも仮設という感覚があまり

なかったというのが私の一つの発見でした。 

これはごちゃごちゃした絵ですけれども、

博覧会をそれぞれ事業化して成り⽴たせる

というものに対しては、デザインを超して

非常に大事な絵だということが、当時より

も今だと認識ができます。 

これ（次頁左下図）は、さらに細かく、ち

ょっと見にくくて恐縮なんですが、広場が

大きいの、小さいの、そこにどれだけの飲食

が張りつくのか、そのまわりのトイレなん

かにはどのぐらいのブースがあるのか。先

ほど話として飛ばしちゃったんですけれど

も、博覧会の理念が大事だよという次に、博

覧会の枠組みがこういう計画の一番ベース

になります。大まかに言うと、2,000 万人来

場者を予定して、４月から９月まで半年間
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にわたって開催するといった時に、どのぐ

らいのトイレが要るのか、あるいは飲食は

どのぐらい成り⽴つのか。その前の筑波と

かいろいろな博覧会では、意外にそのあた

りの対応がうまくいきませんで、たくさん

お客さんが来るよと言いながらも、物販が

たくさん出ていただいたあとで、お客さん

が実際には来なかったというので、訴訟問

題になったりしていたことがありました。 

そういう意味では、博覧会が通産省型の

産業博覧会型から、これは花博だけではな

かったかもしれませんが、花・緑博というよ

うな、気持ちのゆとりというか、そういった

ものへ移行したことによって、問題も解決

したのではないかと思われております。 

それで、通してこういうような総括をし

て絵になりました。先ほど松本さんのおっ

しゃっていた池の見える道路は、幾らかま

だ痕跡を残しておりますが、ほぼこれで基

本的な区分が終わりまして、政府苑は政府

苑で独自の事業、アミューズメントはアミ

ューズメントでもって独自の事業、それぞ

れのパビリオンはそれぞれの企業による具

体化、それから大温室構想、それと先ほどお

っしゃっていた陳列館のことなどがスター

トするわけです。 

博覧会のもう一つの大変なところは、通

常、公園の設計ですと、こういう基本設計が

できたら、即これからは実施設計、施工図の

話になります。ところが博覧会というのは、

会期寸前まで、「私のこれを出展したいんだ

けど」とか、あるプロデューサーがここをぜ

ひ使いたいというようなことを、雑駁に言

えばねじ込んでまいります。先ほど宮﨑さ

んのほうで、こういう動線に対してプロデ

ューサーがあとからいろんなものを突っ込

んでくるから、会場は本当に苦労したよと。

まさにそのとおりなんですけれども、プロ

デューサーというのは、ある意味、こういう

ものの指導をすると同時に、お⾦を持って

きてくれて賑わしてくれる人。だとすると、

ただ文言だけで指導する学校の先生みたい

な⽴場じゃなくて、現実にこういうところ

に空きがあったらフォーリーという企画を

持ち込みましょうか、それでどれだけの世

界の人たちを呼んでこられるかとか、ある

いはお⾦をどれだけ動かせるか、それが極

端に言うと開催してからでも出てきます。

そのつど、そういったものへの柔軟な対応

をしながら、博覧会の構想というのができ

上がるわけです。 

これは失敗例というか、最初は我々、博覧

会が何たるかということがあまり理解でき

ずに、自分の夢を描ける作品だというよう

なつもりがかなりあって、文言としては、

花・緑というのは生き物の博覧会であるか

ら、生き物というのは螺旋が基本だ。スパイ

ラル。その螺旋を象徴したような会場計画

をつくって、それを生命博の象徴としよう

というようなデザインの意気込みがあって、

これは造園部隊、ランドスケープ部隊が独

自に描いた絵です（次頁左下上段）。かなり 

サイン計画図 
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これへの入れ込みが強くて、それと先ほど

の会場計画委員会の、事業としてどう進め

ていくか、早く出展の敷地を決めて次の事

業に移らせていこうよというようなものと

が、真正面からぶつかっちゃったわけです。 

先ほどのをちょっと思い出していただき

たいのですが、山、野原、街という非常にわ

かりやすい、普遍性がある、それから次の展

開への糸口もそこから見えてくるというも

のに対して、「生命はスパイラルだ」という

のはかなり抽象的な文言になりますね。博

覧会がやるべき土地利用とどうかかわり合

ってくるかというのにもつながりがよく見

えない。そうするとやはりこれは１つの夢

というか、サイドプランであって、没になっ

てしまっているわけです。 

こんなのまで描いちゃっております（左

下図下段）。こういうところに水路を流して

船を浮かべて、その上に橋のようなパビリ

オンを乗せようとか、さまざまな夢を語っ

ているわけですが、要は社会的にちゃんと

定着するプランなのか、それとも夢の語り

なのか。ランドスケープという１つの枠組

みというのは、非常に小さな庭園や公園か

ら、こういった社会的に重みを持った計画

までさまざまありますけれども、社会的に

大きな重みを持つほどに自分勝手な作業は

通らないわけです。絵の裏に文言があって、

それをどう解きほぐしていって定着させる

かというのが、まさに博覧会計画の神髄か

と思われます。ちょっとこのへんまでは口

幅ったいことで大変恐縮ですが、次からい

よいよお花に行きます。 

 

■ 会場デザインの展開 

その前にへんな絵が出てまいりました。

これはバリ島の棚田と、田んぼの神様を祭

る彼らの飾りです（下図）。我々の年齢ぐら

いだとよく覚えているんですけれども、田

舎へ行って水田で田植えをした時に、縄と

か葉っぱでいろいろ飾り物をつくったり、

お盆にはこのへんにも花を⽴てたり、自然 

JLCA によるスパイラル案 

 

JLCA によるパビリオンゾーン案 
 

会場計画のイメージ （バリ島の棚田） 
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材料でもってその場に働きかけて特別な意

味を持たせるということがたくさんありま

した。通常、博覧会というと、未来を見せる

というような趣向が通産省型では強く、最

新型の器材、例えばプラスチックとかステ

ンレスといったものでベンチをつくるとか、

非常に緊張度の高いテントでもってパビリ

オンや⽇除けをつくる。⽇本ではたくさん

博覧会をやってきたために、そういったの

が１つの博覧会トーンとして自分たちの中

に入ってきちゃっていたという気がします。

それだけに、逆にそれに対する新鮮さも薄

らいでいったのではないでしょうか。 

そこで、今までの針のむしろのつらい計

画でなしに、ここからが造園屋が楽しむと

ころだよという話なんですが、ここでもい

ろいろストップをかけられながらも、無理

やりやってしまった。１つは、花・緑博とい

うのはヨーロッパが中心で開催されてきま

したけれども、大阪でやるのはアジアで初

めての国際花博でした。それから、花・緑博

というのは、単に花・緑じゃなくて生命を謳

歌する博覧会だということ。⽇本あるいは

大阪の位置するモンスーンアジアには、こ

ういった自然材を使っていろいろと楽しむ

技法とか、それをお祭りの飾りにするもの

がふんだんにあります。それともう１つは、

こういったものはすべて仮設材で、半年た

てば土に戻すために処分できる。モンスー

ンアジアのデザインを基調とした博覧会場

をつくろうというようなことに達しました。

これは、今までの中ではかなりの抵抗があ

ったんですが、それは徐々にお話ししてい

くことにします。 

もう１つ、先ほどもお話ししましたが、博

覧会というのはランドスケープだけじゃな

しに、ゲートをつくる建築ですとか、それか

ら案内所、ベンチ、トイレ、いろんな専門の

人たちが寄ってきてデザインしていくわけ

です。その人たちに、ばらばらにならないよ

うに、こういうデザインでいこうというデ

ザインの指針を非常にわかりやすく、非常

に強く打ち出さないと、ここだけ藁でやっ

たのにこっちはステンレスになっちゃった

みたいなことになって、統一がとれないわ

けです。先ほどの山、野原、街じゃないです

が、すぐにわかる。イメージの伝達がはっき

りしている。そういうことからもモンスー

ンアジアでいこうということにしました。 

これはその実際ですが、大通りです（下

図）。大通りの真ん中にひたひたの川を流し

まして、これはベンチじゃなくて３畳とか

４畳半ぐらいの床几です。上がり込んで寝

そべられるようなところ。それから、竹とか

丸太で櫓を組みまして、そこに季節ごとに

取り替える布を張りました。実は私の子ど

ものころは、お祭りの屋台といったら、丸太

と縄でできている。終わったら、すぐ撤去で

きちゃう。今でも祇園祭の鉾建ては、丸太と

縄だけでやられています。これも丸太を⽴

てるのに、かつてのようにコンクリートで

基礎をつくってじゃなしに、土をそのまま

 

仮設的な装置と利用シーン 
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掘って、掘⽴てておけばいい。 

この⽇陰の布なんですけれども、通常、博

覧会というとテントが多用されます。テン

トというのは、布で優しいようでいながら

も、非常に緊張感を持って引っ張られて成

り⽴っている。ここの博覧会では、できるだ

けそれをルーズに、そして居心地よく、優し

く。そういう会場をつくろうとして、そのた

めの布の扱いというのは、ファッションデ

ザイナーが一番よくわかっているんじゃな

いか。そこで、建築のテント屋さんでなしに

ファッションデザイナーにお願いして、季

節の模様とかたるみ具合を考えていただき、

丸太のところに張り付けたものです。まだ

ほかにもお見せしますが、こういうような

会場づくりをすることによって、暑くて、た

くさん歩いてくたびれた人たちが、ベンチ

に行儀よく座るんじゃなしに、この床几の

上で足を水に投げ出し、ごろんと横になっ

てお休みするというシーンがたくさん出て

まいりました。博覧会の事務局の偉い人に、

「3,000 円近くも払って中に昼寝に来る博

覧会は珍しいね」と言っていただいたこと

がありました。 

これもそれの一端で、こんなに人が混雑

しておりますが、事故もなく済んでおりま

す（左下図）。というのは、先ほど松本さん

からちょっとお話がありましたけれども、

博覧会のベテランの先生たちにご指導いた

だいて計画をしていた時は、通路幅だとか

直線性、見通しがいいとか、そういったこと

に非常にこだわって、神経を使ってつくる

ようにと言われておりました。ましてやそ

こにこういう花・緑とか丸太を組み入れる

というのは、「事故が起こったらどうする

の？」という話で、最後は「もう知らないよ。

勝手にしなさい」というような感じで乗り

切ったわけです。実は今までの博覧会とい

うのは、パビリオンの展示が主体でした。で

すから、ゲートを入ると、人気パビリオンに

いち早く殺到しなければいけない。早く入

場するのにどれだけ並ぶのという話ばっか

りだったんです。ところが、花博でこれだけ

の花を持ち込んだりいろいろなものをセッ

トしたりしたにもかかわらず、パビリオン

へのダッシュが起こらなかった。むしろ、こ

の道をゆっくりと散策し、先ほどの床几で

もって寝ころんで、ゆったりと会場を楽し

んでくれる。そういうような行動にすっか

り変わってしまった。ランドスケープ、造園

は、勝ったなというような感じでありまし

た。 

これは、その当時、道路や広場に置かれて

いた花のディテールです（次頁左上図）。花

の柱だとかフラワーバスケット、針⾦のワ

イヤーの上にヤシ殻を敷いただけの植木鉢、

そういったものがたくさん考案されました。 

それと、このあたりなんかも結構色濃く

出過ぎぐらいに、モンスーンアジアの水飲

み場です。それから、池のほとりに面積がな

 

多くの利用者でにぎわう大通り 
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かったので、張り出しデッキにガゼボとい

うか東屋です。この中にはツルものの花が

仕込まれておりまして、シーズンになると、

ここから顔を出して花を咲かせるなんてい

うこともやっておりました。これは大池の

メーンイベントの噴水の絵です（下図）。 

先ほど松本さんからお褒めの話がありま

した「花の谷」。野原のゾーンに属しますけ

れども、非常にガーデニアスな花展示空間

です（右図）。 

これは、さらにそのディテールなんです

が、竹林の中に洋ものの花がマッチすると

は思えませんで、通常はそういう設計はま

ずやらないですけれども、ここではふんだ

んにそういったものができております（右

下図）。花博以前には公園緑地というと花は

なかったんです。なぜかというと、花という

のは恒久的な資産にはならない。公園は恒

久的に維持されなければならないので、木

とか灌木は使ってもいいけど、ワンシーズ

ンで終わってしまう花はだめだったんです。

花博以降、それがふんだんに使われるよう

になったという先駆けかと思います。 

これは沿道花壇。山のエリアでは特に道

路が⻑いんです。街のエリアでは、先ほどの

ように道路の修景は⽴体的なものを点在さ

せるようになっていましたけれども、山の

エリアでは、林を後ろにライン状の花壇。き

ょうは残念ながらいらしてないですが、鷲

尾さんという方のデザインによって、花が

シーズン、シーズンでいろんなものが出て

きたり、変わったり、彩りも変化していった

りする。今ではボーダー花壇、縁取り花壇と

 

いのちの海 水辺のテラス 
 

花のディテール（花の谷） 

 

花のディテール（立体花壇） 
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いいますけれども、その当時、イングリッシ

ュガーデンという言葉がこれからかなりは

やって、園芸の中の一つのブームをつくっ

ていったように思います。 

これは外国庭園です。個別にはそれぞれ

お話はいたしませんが、山のエリアにちょ

うど高級住宅地のように敷地が点在してい

て、その中にさまざまなガーデンとか建物

が組み込まれているエリアです。 

これも同様です。私、ちょっと数字に疎い

ので、何カ国、何団体が世界から来てくれた

かというのを忘れてしまったんですが、か

なりの国から来ていただいておりました。

このためには、先ほどの開催理念とか、その

国のどんな庭かというのを想定しながら絵

を描いて、松本さん、皆さんに海外に出てそ

れぞれの国に折衝しに行ったりしたことが

ありました。それでこれだけふんだんな外

国庭園とユニセフなどの団体の庭園が集ま

ったということです。 

あと、何かご質問がありましたら、後ほど

のシンポジウムでお受けいたしますので、

よろしくお願いします。一応私のお話は以

上で終わらせていただきます。ありがとう

ございました。 

 

 

外国庭園 
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第2部 パネルディスカッション 
 

 

話題提供・資料説明 

糸谷正俊（株式会社総合計画機構相談役） 

 

ただいまご紹介いただきました糸谷と申

します。よろしくお願いします。時間は 85

分ぐらいを予定しておりますので、進行に

皆さんのご協力をお願いしたいと思います。

初めに、このパネルディスカッションの進

め方、目的、それからお手元に配りました資

料などについてお話をいたします。そのあ

と、質問に対する対応の時間をとる予定で

ございます。 

お手元に配りましたこの資料（巻末 資料

2）でございますが、1990 年の花博が終わ

った時に、当時、会場建設、それから花壇管

理などにかかわった造園コンサルタントの

各会社の担当者が分担して書き上げました。

『花博の会場計画とデザイン』という本で

ございますが、これを抜粋したものです。花

博の会場計画、設計の仕事及びこの冊子の

編集の責任者だった景観設計の藤田好茂さ

んが前書きに書かれておりますけれども、

造園コンサルタントが関係した仕事をきっ

ちり記録し、どういう役割を果たしたかと

いうことを書いた上で、後世にそれを正し

く伝え、また後世からの批判や評価を受け

る原点としてこの記録集をまとめたという

ことでございます。ここから抜粋しました。 

10 ページが表紙、11 ページがその目次構

成になります。12 ページが、先ほど大塚さ

んのお話がありました、基本構想の中の基

本理念がまとめられております。大阪大学

の山崎正和先生が基本構想委員会の基本理

念のまとめ役をなさったわけですが、大変

すばらしい表現でもって花博の理念を書き

上げていただきました。これをベースに、私

ども、会場設計あるいはその後の会場運営

についても当たってきたということでござ

います。ぜひご一読いただきたいと思いま

す。13 ページには総括編のほうでまとめま

した「花博とは何であったか」というシンポ

ジウムのまとめでございます。 

14 ページ、15 ページ、16 ページにわた

っては、「花博の提起したものと造園の未来」

ということで、実は関⻄の造園学会の先生

方から、花博が終わってどういう感想をお

持ちかということで寄せ書きをしていただ

きました。ここのところを少し説明させて

いただきたいのですが、初めに近畿大学の

鈴木先生に書いていただいております。造

園設計のいわゆる機能とデザインの融合、

美しく機能的な空間のしつらえについて、

非常にうまくいっているじゃないかという

お褒めをいただいております。しかし、２人

目の近藤公夫先生、当時は神戸芸術工科大

学にいらっしゃって、基本構想の委員でも

あられたわけですが、この花博の成功に酔

 

糸谷氏による話題提供 
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いしれずに、反省の端緒として果敢にもっ

と広い世界に挑戦していけという叱咤激励

をいただいております。また、３人目の大阪

府⽴大学高橋理喜男先生からは、花博とい

う非⽇常空間をどこまで普通にある⽇常空

間にしていけるのか、そしてこの高水準の

管理ノウハウをぜひ公園管理に生かせとい

う注文をいただいております。４人目の大

阪府⽴大学安部先生からは、花博の財産を

広く社会に生かしていくために、ランドス

ケープ・アーキテクトという専門家の職能

を確⽴すべきだという意見を頂戴し、最後

に、本⽇お見えでございますが、京都大学の

中村先生から、この博覧会は花の博覧会だ。

緑の博覧会ではなかった。これからはしっ

かり準備して、本当の意味の花と緑の博覧

会をいつか将来実現すべきだという意見を

頂戴しております。将来に向けてしっかり

辛口の評価をいただいておりまして、今読

み返しても、非常に先見性のある、また温か

い激励のコメントであったと思います。こ

の提言のうち幾つか、例えば資格制度など

は既に実現しておりますけれども、多くは

これからも継続して取り組んでいかなけれ

ばいけない課題になっております。 

戻りまして、「花博とは何であったか」と

いう 13 ページの資料でございますが、造園

関係者が花博が終わった時にシンポジウム

を開きました。真ん中の写真は 25 年前の私

でございます。ちょっと時の流れを感じま

すが、やはりコーディネーター役を命ぜら

れまして、まとめをしております。そこでは

当事者の一員として、花博が非常に成功裏

に終わったことについては自信を持ってよ

かろうと。しかしながら、今後はコミュニケ

ーション技術とか、ちょっと専門的になり

ますがマネジメント技術、こういういろん

な世界にも挑戦して、使命感と責任を持っ

て都市づくり、環境づくりという世界にも

挑戦すべきであるというようなことでまと

めをしておるわけであります。このシンポ

ジウムの写真でも、ちょっとわかりにくい

ですが、松本さん、宮﨑さん、大塚さんにも

ご発言をいただいたというようなことで、

25 年たちましたけど、いろいろお感じにな

ることがあったのではないかと思います。 
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講演内容について 

 

（糸谷⽒） 

ここから議論に入らせていただきます。

質問に対するお答えは次の段階に任せまし

て、お三方に順番にお話をいただいたわけ

ですが、時間の関係でちょっと言い足りな

いとか、あるいはお話を聞いたんだけど、ち

ょっと違うのではないか、確認したいとい

うことがお互いにあると思いますので、順

番にお話しいただければと思います。お一

方３分ぐらいでお願いしたいのですが、ま

ず宮﨑さんからお願いします。 

（宮崎⽒） 

特に付け足すということではございませ

んが、会場内のいろんな供給施設がござい

ます。これも私どもで施工いたしました。例

えば電気とかガス、それから上下水道など

もやったわけです。特に電気系統につきま

しては関⻄電力がやってくれたんですが、

２系統に分けて給電しました。なぜかとい

いますと、１つのほうに落雷等があって動

かなくなっても、片方の系統から電気を供

給できる。会場内を快適に保つためのいろ

んな仕掛けも計画建設部のほうでつくり上

げたということです。 

それから、先ほど大塚さんのお話の中で

出展件数のご説明があって、ちょっと忘れ

たとおっしゃっていたので補足したいと思

います。花の博覧会の場合、短期展示と⻑期

展示、フルタイムの展示と、両方認めている

んですね。短期展示というのは、一定期間内

だけ展示して、それをコンテストの対象に

してもらう。そういったことで件数の読み

方はいろいろあるのですが、屋外出展の全

体としては国際庭園が 55 ございます。55

カ国出てくれております。それから、国内庭

園及び花壇として、花木苑が 34 庭園、ふる

さとの庭 51 庭園、これは東京都、大阪市を

除く各都道府県が出してくれました。それ

から、花あわせの庭が 32。さまざまな庭と

いうことで、今の国交省、建設省のさぼうラ

ンド、初めて労働組合が参画してくれまし

たユニオンスクエア・ガーデン、指定都市の

集まりの大地の息吹、それから⽇本庭園、⽇

本の伝統芸術盆栽、園芸のさまざまな庭の

グッズ、協会がつくりました大花壇、これは

先ほどから説明がいろいろございました花

の谷、花桟敷、花のテラス、遊びの庭、⽴体

花壇等、これをひっくるめまして仮に５つ

といたしますと、大体 224 の出展がござい

ます。短期のものを合わせますと 300 を超

えております。これが大体参加してくれた

庭の数でございます。以上です。 

（糸谷⽒） 

ありがとうございました。博覧会でよく

問題になっておった、女性のトイレが少な

くて列が⻑くなるのは、この博覧会の時は

そう顕在化しなかったと考えています。確

か計画上は女性トイレをかなり多くした。

これは松本さんかな。 

（松本⽒） 

あまり覚えてないんですけど、博覧会の

経験のある人の話とか聞いたら、やっぱり

そういうところは経験知に習わないといけ

ないので、2,000 万人として、２％ぐらいが

ピークなんですけど、20 万人ぐらいを目標

にして容量を決めようと。20 万人というの

は大体１％。ですから、20 万人一遍に来た

時に間に合うようにつくりましょうという

ようなことでつくったと思います。ただ、当
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時、設備のほうを担当していた木村さんと

いう人がいて、その方が、普通の手法でいく

と男子幾つ、女子幾つなんですけど、あまり

滞留時間がないので男はすぐ済むけど、女

性はすぐ済まないから、その割合を少し変

えましょうというので、たぶん女性を 1.5 倍

ぐらいにしたと思います。 

それから水洗の普通はタンク。大阪市の

条例でもタンクですよね。タンクにためた

やつを流すということだったんですけど、

直結にしてフラッシュ、水道管から一体で

ばーっと出るやつですけど、あれだとたま

る時間がないので速くいけるということが

あって、木村さんの提案でフラッシュ式に

した。これも守口市と大阪市に掛け合って

変更してもらったんです。そんないろんな

工夫があってうまくいったと思います。 

（糸谷⽒） 

それじゃ、松本さんのほうで、付け加える

こととか、ほかの講師の方と確かめたいこ

となどございましたら、よろしくお願いし

ます。 

（松本⽒） 

特に今のところ結構でございます。あり

がとうございました。 

（糸谷⽒） 

大塚さん、どうですか。 

（大塚⽒） 

私も特にというわけではないのですが、

猛暑というのが松本さんの問題で上がって

おりましたけれども、花と緑の博覧会にか

かわらず、その後、静岡とかあちこちで猛暑

への対応が問題になりました。90 年の花博

の時には⻄三荘水路というのが真ん中に入

っていまして、その水路に対して両側に結

構空地があったんですね。ほかの空地はほ

とんど出展で使われてしまっているんです

が、そこの水路沿いの空地を利用して、それ

こそ丸太とよしずで休憩所を急遽何カ所か

つくりました。今、公園のことに頭を巡らせ

てみますと、指定管理者によっていろんな

ことができるようになってくるという意味

で、もう少し柔軟な対応が我々が持ってい

る知恵と技みたいなことでできないかなと

いうような気がしています。 

もう１つは、うれしいことがありまして、

花博では竹だの丸太だのを使ったというこ

とをお話しさせていただいたんですが、そ

のあと国道２号線の地下の駐車場、梅新の

永い工事がありましたが、花博でご一緒さ

せていただいた土木の部⻑さんがそこの担

当になられて、何と竹でもって安全柵、出入

禁止の柵を国道２号線につくっていただい

た。あれは花博の名残というか延⻑で、非常

にうれしかったことです。以上です。 

（糸谷⽒） 

ありがとうございました。私からもちょ

っと質問したいこともあるんですが、それ

は会場からの質問が終わったあとに回して

いきたいと思います。 

 

 

  

意見交換の様子 
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質疑応答 / 討論 

 

（糸谷⽒） 

会場からはたくさん質問票をいただきま

した。全部読み上げる時間はちょっとない

と思いますので、代表的なものだけにさせ

ていただきますが、ご容赦ください。それか

ら、質問にあわせて意見もたくさんいただ

いておりますが、時間内で読める限りは読

んでいきたいと思います。 

 

■ 花博開催後 / 跡地利用について 

まず、質問ですが、宮﨑さんへ参加者の方

からの質問です。「跡地利用の計画はどうい

うふうに進んでいるのでしょうか。その中

で花の万博の理念は生かされていると思い

ますか。また、生かすためには何が必要だと

思われますか」というご質問をいただいて

おります。 

（宮崎） 

先ほどお⾦の説明が松本さんからござい

ました。その中で「存置」という言葉が出て

きておりました。会場内に残すための施設

として期間の前に建設した施設がございま

す。これは当然残すべき施設でございます。

そういったものを骨子にして今の形になっ

た。ただ、エントランスのございましたとこ

ろは、私が先ほど説明申し上げたとおり、道

路を湾曲させましたので、真っ直ぐ通しま

した。今のところ、横断歩道で分断という形

になってはおりますけれども、あれの南側

の土地について、⻑い間、いろいろ跡地をど

うするかということが議論されておりまし

た。最近になりまして運動・健康施設という

ことで施設が入ってきております。そのほ

か、さらに新しくするべき、あるいは復旧す

るべき場所はもうあまり残っていないので

はないかと思っております。 

私もリタイアして大分⻑くなります。お

手元の資料で私の年齢が 1947 年生まれと

なっておりますけど、私、37 年生まれでご

ざいます。10 歳サバを読んでおりますので、

ご訂正いただきたいと思います。そういっ

たことで、会期中にあったもののデコレー

ション等を除いて、大体もとのままを維持

していく。それから、外国庭園の出展は、全

部当時残した。ただ、問題が出てきている。

私が一来園者として見ていても、外国庭園

が少し傷んできたかな、かなり傷んできた

のもあると。ああいったものを何かリフレ

ッシュする方法はないものかという希望は

私も持っております。ですから、大幅に変わ

ったところはないのではないでしょうか。

以上です。 

（糸谷） 

外国庭園の話が出ましたけど、外国庭園

の残し方については、ほかの方からも質問

をたくさんいただいておりますので、ちょ

っと読み上げさせていただいて、必要なと

ころは補足していただきたいと思います。

いずれも宮﨑さんへということですが、ま

ず谷口さんから。「花博開催と開催に至るま

でのご努力に敬意を表するとともに、感謝

申し上げます。花博閉会後は鶴見緑地の再

整備を進められましたが、国際庭園につい

ては十分な保存の措置が行われておらず、

建物の多くが老朽化により取り壊され、残

っているものも廃墟のようになっておりま

す。花博閉会後、国際庭園の保存について、

有料化して資⾦を集めるとか、計画的に保

存・修復することの検討はなさったでしょ

うか」。 
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続けて同じようなことを申し上げます。

参加者の方からは、「花博の大きな特徴であ

った屋外展示、特に外国庭園は、今も残存し

ておりますが、老朽化も目⽴っております。

今後、どのような対処をしていくのが望ま

しいとお考えでしょうか」。 

中村先生からもいただいておりまして、

「二十数年ぶりに鶴見緑地に来ました。昔

の面影がはっきり残っているのに驚き、懐

かしく思いました。案内板を見ると、山のエ

リアに国際庭園などが残されているような

のですが、これらの庭園の維持管理、再整

備、利用の仕方は現在どうなっているので

しょうか。将来のあり方を含め、教えてくだ

さい」という外国庭園に対するご質問があ

りました。宮﨑さんは今の当事者ではない

と思いますが、わかる範囲で何かお答えい

ただけますでしょうか。 

（宮崎） 

ご指摘、ご意見のとおり、私も担当した者

として、外国庭園はあの当時の形に近い状

態には戻したいなあとは個人的には思って

います。ただ、ご存じのとおり、よく新聞で

見ますのは、もう⺠生費に食われてしまっ

て公園の修理費も出てこえへんという情け

ないお話はしょっちゅう聞いております。

これはむしろ市⺠の皆さんにお願いして、

住⺠パワーで、もうちょっと何とかしたれ

やという声を上げていただくのも１つかな

と。 

市⺠の方に頼るばかりでなく、この４月

からですか、緑地全体の管理体制が変わる

ように聞いております。今、国が主導してお

ります指定管理者制度が導入されまして、

管理者が変わります。今まで直営で管理し

ていた分が、全面的に、それが妥当かどうか

は知りませんが、代わって管理すると。直営

ではないということになります。そうしま

した時に、どれだけ成果が出てくるかとい

うのも１つの期待ですし、そういった自由

のきく形の管理体系ならば、外国庭園など

も、全部一遍というのは無理でしょうが、傷

みの激しいものからある程度手を入れてい

く。あるいは、花の入っている庭園もござい

ますけれども、会期の状態に近い、花ですと

消耗品で幾ばくかは購入できるかもしれま

せんし、あるいは宿根草を植えることによ

ってリニューアルする経費が節約できるか

もしれません。そういったいろんな知恵を

使って鶴見緑地がさらによくなるように、

ご努力を市のほうでもいただきたいと思っ

ております。これは私の希望です。それが皆

様のご質問に対する答えになっているかど

うかはちょっとわかりません。 

（糸谷） 

ありがとうございます。大阪市も主催者

の１人でお見えになっておりますので、き

っとしっかりと伝わっただろうと思います。 

 

■ 会場計画について 

（糸谷） 

続けて質問のほうにまいりたいと思いま

すが、感想が来ております。「中曽根の話や

ら出て、思い出したことが多いです。バリア

フリーになっていない花博は、その当時の

ままですよね。バブルの時代を思い出しま

す」というような感想をいただいておりま

す。 

それから、名前は入っておりませんが、大

塚さんに関連しての感想でございます。「⽇

本企業の資⾦が随分大きかったことに感謝

します」。ちょっと間違っているかもしれま
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せんが。「街のエリア、山のエリアの配置が

はっきり分かれていたというすばらしい博

覧会であったこと、大阪の財産です。モンス

ーンアジアのデザインの統一も、やわらか

いものを醸し出しておりました」というよ

うなことで感想をいただいております。 

それから、やはり大塚さんに、これは質問

になると思いますが、会場計画のゾーニン

グ図、先ほども出ましたけれども、「動線、

デザイン図、こういうものをたくさんつく

られたと思いますが、それぞれどれぐらい

の期間をかけられて計画づくりを決めてい

かれたんでしょうか」という質問です。こ

れ、答えていただけますか。 

（大塚） 

明確にどうのというわけではないのです

が、先ほどもトータルで宮崎さんのほうか

ら３カ月というようなお話もありました。

ワーキングのほうは汗をかいて徹夜すれば

いいんですけれども、そのあと会場計画委

員会のほうでそれをどう了承していただけ

るか、そこからのまた修正などに結構時間

がかかったように思います。それから、先ほ

どの松本さんのトイレの話ですとか、同じ

ようなので細かくはごみ箱からベンチまで、

さまざまな数をカウントしなければならな

いんです。広場の配置がいろいろ出てまい

りましたけど、広場には飲食もくっついて

いるんですね。そういったものを含めてト

ータルで、個別に一つずつ具体化していっ

たと思います。それは、全体的な流れの中よ

りも、また個別に次の段階でというような

設計になってきますので、そういうものを

含めると、会期までずっと設計は続いてい

たように感じます。 

（糸谷） 

大塚さんがスライドでお見せになった会

場計画平面で、夢があって、しかしながら没

になったというプランをお示しになられて、

覚えておられると思うんですが、ちょっと

補足をしておきますと、私、会場計画を担当

しておりまして、一番初め、まだ花博記念協

会もできておらない段階で、あの生命のス

パイラルというプランは東京でつくられま

した。東京で我々の仲間がつくりました。そ

れは、本当に何ていうか、まず何かを打ち出

して夢を出していかなきゃいけないという

ことで、まだ要件も何も決まっていない段

階で描いたもので、非常に情熱がほとばし

るような絵でありましたけれども、描いた

本人もあれが実現するとは思っておりませ

んで、ああいう要素が生かされればええな

あということで描きました。 

そのあとのエスキースで、建物が２階建

てみたいになって風船が出ているようなス

ケッチもありましたけど、それも同じよう

な意味で、非常に情熱がほとばしってどん

どん絵を描きたいという人たちがいっぱい

集まってきて、ボランティアでやっておっ

た時代のものでした。そういうことで、実は

初めから没も何もなくて、ああいう絵を描

いたこともあるんだよということを記録に

残したいということで、私が編集する時に

載せたので、誤解のないようにしていただ

きたいと思います。 

それから、山のゾーン、野原のゾーン、そ

れから街のゾーンという３つのゾーニング

がありますが、先ほども休憩室で宮﨑さん

とお話ししていたんですが、会場計画委員

会でそれを決めるのもすごいディスカッシ

ョンがありました。特に磯崎新先生は、建築

家でありますけれども、こういうゾーニン
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グみたいなことをするなと。ゾーニングと

いうのは、端的には都市計画のゾーニング

というものがありまして、土地利用を決め

てしまうわけですね。博覧会なので、そうい

う土地利用をきっちり決めるということ自

体がおかしいんじゃないかと。もっと環境

コンセプトというか、機能コンセプトとい

うか、重複していてもいいんじゃないか。ア

バウトなゾーニング。そういう意味でエリ

アという名前に変えたと思うんですけどね。

ゾーニングという言い方をやめて、３つの

エリア、山のエリア、野原のエリア、街のエ

リアが、最終形にはきれいに分かれたみた

いになっていましたが、初めは重なるよう

な形で第１次の会場基本計画をつくったと

いう記憶がありまして、そういう大論争も

ありました。私個人としては、手塚治虫さん

にあの時生涯で１回だけ会えたのがとても

印象に残っております。 

ちょっと要らんことをしゃべってしまい

ました。 

 

■ 花博での花の演出について 

次は、花の質問が来ております。実は先ほ

どの話にもありましたが、造園の会場計画

をつくっていった仲間のうち、当時、荒木造

園にいらした鷲尾⾦弥さん、最終的には花

博の花のプロデューサーになられたわけで

すが、その方をきょうもお呼びしたんです

が、ご体調を崩されておるということで来

ていただけなかったんです。そのかわりと

いうと怒られちゃうんですけれども、花博

の主役の一つであった花の演出について、

またその花の演出を支えるいろいろなご苦

労について、それから花博が終わった後の

花の社会に対する影響について、当時、花博

記念協会で花壇管理課⻑さん、あるいは花

壇管理センターを仕切っておられた、大阪

府から出向された三浦さんが会場にお見え

でございますので、ぜひ三浦頼彦さんのほ

うから、花博での花の演出について、これま

での講演の補足をしていただければありが

たいと思います。よろしくお願いします。 

（三浦⽒（参加者）） 

今ご紹介いただきました三浦と申します。

私は、花博の時には花博協会の植物管理部

の植物管理課⻑という⽴場で、屋内で切り

花を展示する場合とか、企業さんやメーカ

ーさんが自分のところでコンテストに出展

される花、あるいは敷地の中に植えられる

花、そういうものは外国庭園を含めて私ら

の担当外で、協会が出展した花壇について

のみのことですので、どうぞご了解いただ

きたいと思います。 

花のボリュームですが、全体で 1,200 品

種、総数としては 350 万株。この 350 万株

というのは、後にも先にもこういうイベン

トでこれだけのボリュームを使ったのはな

いのではないか。先ほど申しましたコンテ

ストの出展とか企業の出展、外国庭園の中

で植えられているのは、たぶんそれの２割

ぐらいはあったかなと。これ、正確な数字を

つかんでいませんけど、それぐらいはあっ

 

花の演出について説明する会場参加者（三浦氏） 
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たかなということでございます。 

ちょっと敷地全体の絵が出ますかね。糸

谷さんから質問を受けたのが３⽇ほど前で、

準備が十分できていませんので、ご了解の

上、公式記録にはあまり出ていないようで

非常に私らが苦労した問題をポイントに、

ちょっと話をさせていただきたいと思いま

す。 

まず、何と言っても我々が一番感謝しな

ければならないのは、生産者の皆さんです。

生産者は、北海道から沖縄まで、ほとんどの

都道府県から生産した花を持ってきてもら

ったんです。遠くは、夏の秋田からサルビア

を持ち込むのに、当然夏ですから⽇中はう

だって運べない。夜間に何度も途中で休憩

しながら運んできてもらったということも

あります。それはそれで生産者も非常にご

苦労されたのかなと。 

次が、花の品質管理ですが、1,200 種 350

万株のうち 200 万株ほどが一・二年草です。

ということは、非常に弱い花ですね。今、皆

さんが園芸店でお買いになるのは３号ポッ

トの 10 センチほどの小さいやつですが、花

博では特殊な規格を設けまして、3.5 号ポッ

ト、ちょっと大きなポットです。花のボリュ

ームから言ったら、今皆さんが園芸店で買

われる花よりも５割ぐらいはボリュームが

大きくなっている。そういう花を、２、３割

から５割ぐらい開花した状態で持ち込む。

それを現場で処理するということでござい

ます。 

それから、花のこういう使い方もあるか

なと。これはまさしく、たぶん何の公式記録

にもないと思いますけれども、ＶＩＰがし

ょっちゅう来られるんですね。花壇を見た

り、会場の中を歩いてご覧になる。この中の

皆さん、ほとんどの方が花博を見学された

と思いますけれども、いわゆるＶＩＰと一

般の人との仕分けをするのに、その時はガ

ードマンがこういうふうにずっと手をつな

いで、後ろを通られる。前に一般の観客の

方。狭い４メーターか６メーターの道を歩

かれる。それをずっとガードマンが手をつ

ないで。 

ガードマンというのは大きいんですよね。

そういう方がおられるから、見えない。それ

で、これはえらいこっちゃというような話

で、私らのところへ話が来まして、中で使っ

ておりました直径１メートルのワイヤーバ

スケット、さっきもちょっと出ていました

が、それに花を植えて。ストックしているん

ですね。次に出る、あるいは出たものはかえ

るということで、ストックヤードに置いて

いる。それを３⽇か４⽇前に警備のほうか

ら何とかならんかと。ルートはここやと。い

つ来られるというのはわかっていても、

我々はどのルートを通られるなんていうの

は全然聞かされていませんから、ここから

ここまでの間何とかしてと。それを 500 メ

ーターなら 500 メーター、300 メーターな

ら 300 メーター、１メートルのワイヤーバ

スケットを夜中にだーっと道の真ん中に並

べるというようなことで、そうすると腰ぐ

らいの高さに花があって、ご覧になる方は

１メートル先を通られる。ＶＩＰのほうも

一般の方の顔が見える位置にあるというこ

とで、これは比較的人気があって、最後まで

どんどんどんどんその数が増えていった。

それを毎晩夜中に運び込むというようなこ

ともありました。 

もう１つ難しかったのは広報。花はいっ

ぱいあるけど、花の名前がわからない。教え
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てくれと。それはプレスについても同じこ

とだった。例えば花の前に看板を⽴てたら、

写真を撮ろうと思っても写真にならんわけ

ですね。で、いろいろ思案して、ちょうど葉

書よりも少し小さいぐらいのラベルをつく

って、花の横へ何メーターかおきに１つず

つつける。最小限の品種と学名と名前。外国

の方が来られても、学名が入っているから

名前がわかる。専門の方が来られても、その

種類が明確にわかる。例えばパンジー、ビオ

ラだけでもどれだけの品種があるか想像し

てください。その時にはたぶん⽇本にある

品種のほとんどが来ていた。パンジー、ビオ

ラだけでも 27 種類ぐらい。ちなみにオープ

ニングの時に植えました花は、山のエリア

で約 10 万株、野原のエリアで、ここに「花

の谷」があって、これが 10 万株、桟敷、舞

台を中心にしたところで 10 万株、それ以外

の街のエリアで約 20 万株。大体 50 万から

60 万株が全体のオープニングの時の花で

す。ですから、それだけのものをご覧になる

と、うわー、すごい花やなということがおわ

かりいただけるかと思います。 

それを３月 20 ⽇にはある程度完成せえ

と。これはプレス発表がありまして、４月１

⽇からオープンになるから、それまでに写

真になるところをつくれと。ところが、現場

のほうはとにかく引っ繰り返っているわけ

ですね。本当に部分で完成しながら、写真に

して。その時にはまだ霜があるんですよ。大

阪の場合は４月８⽇ぐらいまでは霜が下り

る。そうすると、霜対策も当然するというの

がオープニングではありました。 

広報では、今のラベルの話と、それから今

見頃の花がどこにあるんですかと。私に聞

かれても。毎⽇会場は歩いていますけれど

も、今見頃の花は何か。プレスにしたら、今

でなくて来週。⽇曜⽇に新聞に出したいん

だけども、来週の花はどこに行ったら一番

いいんやと言われて、これは頭を抱えまし

たが、協会の中に現場を見て判断できる人

がいましたから、毎週⾦曜⽇にＡ４１枚の

ペーパーをつくりまして、見頃の花２、３種

類と、それにまつわるエピソードというか、

例えば諺のようなコメントをちょっとつけ

ると、それを使ってプレスのほうがいろい

ろ広報をしてくれる。これはありがたかっ

たですね。 

次はストックヤードといって、例えば 50

万とか 60 万株を、早いのは 10 ⽇に１回ず

つ入れ替える。遅いのでも１カ月に１回は

入れ替えるというサイクルでやる。そうい

う部分の難しさがあって、植物管理センタ

ーと花壇管理センターを⻄ゲートの横に仮

設の建物を建てまして、そこに会議室を設

けて、それぞれの施工部隊を同じ建物の中

で。24 時間、屋外の花壇の 350 万株の維持

管理がここですべて行われました。 

先ほどの鷲尾先生の話ですが、会場へは

大体朝５時ごろ。会場をずっと回って、６時

から毎⽇ミーティングをするんですけど、

その時には私の横に座っていて、ぼけーっ

としている。それまでに担当のところへは

事細かに指示が出ている。で、施工屋さんの

判断に任せる。そういうところで毎⽇会議

をする。その会議は、大体 20 人から 30 人。

メンバーとしては 60 人ぐらいおるんです

けど、毎⽇ですから、休⽇の人もいればいろ

いろで。そういう人らが毎⽇、自分の担当の

話と、関係ないけれども隣の話とかを全部

聞いているから、病気が発生したぞ、あそこ

が問題があると全部わかっているわけです
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ね。自分のところはどうだ、きょうは何も問

題なかったけれども、次に出るかもしれな

いというのがすぐ判断できる。それをこの

管理センターでやった。 

もう１つ、この管理センターで５月の連

休に、職員のコミュニケーションを図るた

めに再々イベントをやりました。中のレス

トランを借りてやったり、今の管理センタ

ーが 8,000 平方ほどあるんですね。そこで

焼きそばをやったりたこ焼きをやったりと

いうので、全部自前で。それぞれの職員の家

族を呼んで、一緒にやる。それから、60 人

の職員、作業員を含めたら１⽇に最高 250

人が出てくるんですけれども、そういう人

たちが家族を含めてということでものすご

い喜んで、それが結果として非常にスムー

ズに進んだかなと。 

あとは安全管理。夜中も仕事をしていま

すから、朝、皆さん家に帰るのに、絶対事故

があってはならないということで、これは

やっぱりそれなりの問題ということで、非

常にきついけれどもいろいろな勉強をさせ

てもらったということでございます。（拍手） 

（糸谷） 

ありがとうございました。花の話だけで

何時間でも語っていただけるんですが、短

い時間で申し訳ございませんでした。 

京都大学の今⻄先生と柴田先生から、花

のあしらいについてのご質問をいただいて

おりますけれども、室内での花の演出につ

いては、今ここへ参加しているメンバーで

はちょっと答えにくいというか、対応しか

ねるところがありますので、今の屋外出展

中心の花の演出ということでご勘弁いただ

きたいと思います。大塚さん、何か花の演出

で付け加えることとか、いいですか。 

（大塚） 

やはりフラワーバスケットのように場所

に対して独⽴的にあるものと、園路の真ん

中にせせらぎの道といって、水を流したり

なんかしているところがありましたが、そ

ういう水辺の環境というような枠内でもっ

て仕上げるものと、２つあるのかなと。まわ

りの環境に対してなじんでいくようなもの

がコンセプトに合っているような気がしま

した。 

（糸谷） 

そのほかにも質問を幾つかいただいてお

りまして、吉村元男さんからは、「花博が鶴

見緑地で行ったことに対して何を残したか。

これは問題ではないか」というお話をいた

だきました。実は吉村元男さんは『エコハビ

タ』という本を出されておりますけれど、鶴

見緑地がごみの山からいかに公園になって

きたかというようなことに携わられまして、

それが花博になって、そのあと今の公園に

なったわけですが、要するに花博の遺産が

ちゃんと生かされているかどうか、そうい

うご質問だと思いますので、これは後ほど

またお三方に答えていただくことにしたい

と思います。 

質問についてはこれぐらいにさせていた

だきますが、松本さんへのクエスチョンが

なかったので、僕から２つぐらい。１つは、

「人間と自然の共生」というテーマが、何を

探しても、会場基本計画を探しても会場基

本構想を探しても出てこない。誰がいつ決

めたんや、機関決定があったのかというこ

とについてご存じのようなので。「人間と自

然の共生」というのは、当たり前のように僕

らはそれで会場設計して、そのあとの理念

の継承という時に使うわけですが、いつ、ど
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のように決まったか。ちょっとお話があっ

たんですが、補足していただければという

のが１点。 

もう１つ、すごいお⾦の額が出ました。周

辺の整備で千何百億円、会場の建設費で合

計して 480 億円、運営費が 420 億円という

のがありますけれども、実は物の本を読ん

でおりますと、私どもがやった最初からそ

うだったんですが、非常に緊縮財源で、５年

前の科学技術博に比べると国費の導入の仕

方が全然違うと。初めから決められて、中曽

根⺠活ということで、国の⾦はこれしか出

さないということを、４年前か３年前に決

められて、それで悪戦苦闘しながらやって

いったと作業の現場では思っているわけで

すが、そのあたり、この花博の持っておった

マネジメントの斬新性といいますか、それ

をどう評価していったらいいのか。ちょっ

と変な言い方ですが、現代の公園の経営問

題にも通じるところがありますので、花博

で事業のマネジメントでご苦労なさったこ

とで参考になるようなことがあれば、教え

ていただきたいと思います。 

 

■ テーマ「人間と自然の共生」について 

（松本） 

最初の「共生」のところは、先ほど申し上

げましたけど、私の上司の個人名を言うと

坂本新太郎さんという人がいて、この人は

非常に自分の仕事を大切にするというか、

給料をもらっている分の仕事は給料をもら

っているところに返せみたいな人です。建

設省はいろんな仕事をしていますけど、

我々は公園をつくるとか公園行政に対して

給料をもらっているんだから、きちんと公

園の⽴場を主張しろと。その中で調整して

きて建設省に出すのが当たり前だ。ただ、一

番大事なところは、ちゃんと公園の給料の

分だけ働けみたいな人だった。最初からみ

んなと妥協して、建設省全体でよければい

いじゃないですかという⽴場に⽴つ必要は

ないという人だったんです。その人と話を

していて、先ほどの山崎先生が最初に基本

理念みたいなものを書かれているんですけ

ど、山崎先生が書かれた時も「共存」という

言葉を使われていて、読み返したことはあ

りませんけれども、それでやっている時に、

「共存ではない、これは共生という言葉が

正しい」というふうに言われたのが最初だ

と思います。 

これは会場計画の時もそうですけど、先

ほどは申し上げませんでしたが、建設省の

⽴場でいうと政府出展というのがあります

ね。普通は政府館という名前で、万博でも⽇

本政府館なんですが、ここは政府苑なんで

すね。そこも思想がちゃんとしているとい

うか、花の万博なんだから建物じゃない、全

体として政府がどういうふうにこの博覧会

にかかわるかというので、政府苑、「苑」と

いう言葉を使うのが正しいと。パビリオン

の政府苑の中だけではなくて、全体として、

これは実際にできているかどうかという議

論は別として、一応⽇本庭園的に。会場全体

は山のエリア、野原のエリア、街のエリアに

なりましたけど、政府苑も同じような格好

になっているんです。 

政府苑の建物は５枚の葉っぱみたいにな

っていますけど、あれは我々が考える葉っ

ぱではなくて、甍の波なんです。要するに、

あそこに山に抱かれた集落があって、甍の

波がある。それから、会場に入ると川が流れ

ていたんですが、⽇本庭園的にいうと川が
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流れてきて海に入ると。大池があり、あそこ

に流れていって海に入っていく。そういう

こともあって、政府苑の基本計画を見てい

ると「共生」という言葉が出てくるかもしれ

ません。僕の感じでいうと、坂本新太郎さん

という人が非常に早い時期にそういう話を

したと思っています。それがいろんなパン

フレットとか何とかに使われたのも、非常

にわかりやすい言葉だということで使われ

たんだと思います。 

 

■ 花博の事業マネジメント 

それから、お⾦の話ですけど、最初決めた

時には非常に緊縮財政の時だったので、き

ちきちの中でやりましょうということでし

た。一つほかの博覧会と違うのは、鶴見緑地

という公園が既にあったので、いわゆる敷

地造成とか基盤整備にそんなに要らないと

いう前提に⽴っていますので、その部分は

少し減っていると思います。ですから、筑波

にしろ 1,000 億円ぐらいの⾦が使われてい

ると思いますが、そういう意味では少し少

なくなっているということと、先ほど申し

ましたが、結果的に公園として将来に残る

部分は別枠という形でやったので、360 億

円プラス 120 億円が将来に残す公園の分で

すよと言いましたけど、最終的には 120 億

円よりは相当膨らんで、恐らく 300 億円と

かいうことになっている。 

今も残っていると思いますけど、会場入

ってすぐ左側に大きな通りがあって、大塚

さんの絵で櫓みたいなのが建っていたとこ

ろ、あれは 20 メーターぐらいありますね。

あんな大きなものは将来の計画では要らな

いんですが、ああいう園路を将来残すんだ

ということで公園事業でやってしまう。そ

ういうお⾦の使い方をたぶんしたと思いま

すので、今、大阪市は非常に苦慮されてい

る。あるいは大阪市⺠の方は、むだな税⾦と

は言いませんけれども、あんな大きな広場

は要らないだろうと思ってらっしゃいます

でしょうが、花博のためには必要なお⾦だ

ったと思いますし、いろんな演出をすると

いう意味ではいいんじゃないかなと思いま

す。 

（糸谷） 

ありがとうございます。質問と回答の時

間をこれで終わらせていただきます。 

 

■ 花博から学ぶべきこと 

さて、花博は 1987 年の 10 月に起工式を

行いました。開園される３年前です。その

時、中曽根首相が祝辞を述べられておりま

して、それをちょっと引用させていただき

ますと、「⽇本人の花と緑を慈しむ心で、愛

情と誇りを持って、しかも産業都市として

ある大阪で花博を開催して、世界の人々に

楽しんでもらえるようにしよう。花博を地

球村の道しるべにしよう」。これが当時の⽇

本社会を代表する花博への思いだったと思

いますし、この思いを受けて花博が開催さ

れ、逆に言うと大阪の鶴見緑地というとこ

ろで花博が開かれたという意味も、非常に

ここからくみ取れるところがあろうかと思

います。 

21 世紀に入りまして、⽇本も世界も、政

治、経済、環境、文化など、さまざまな面で

先行きが不透明でありますけれども、花博

が提起した先ほどのテーマ「自然と人間の

共生」を受けて、ここから私たちは何を具体

的な成果として社会に還元していくべきか。

このことにつきまして、吉村さんのご質問
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もありましたけれども、今度は大塚さん、松

本さん、宮﨑さんの順番で、花博の財産とい

いますか、花博から学ぶべきこと、このテー

マでありますけれども、これについてのま

とめの話をいただきたいと思います。 

（大塚） 

物的なことと我々の活動に関することと

２点あると思います。１つは、鶴見緑地に何

を残したかということで、先ほど来、鶴見の

緑がどうなっているのか。これは中村先生

の寄稿していただいた文章にもあるかと思

います。 

もう一方で、松本さんのお話によく出て

こられた坂本新太郎さんが、当初の段階で

結構悩んでおられた時があったように思い

ます。それは何かというと、花だけでどれだ

けのものが見せられるか。要は、緑というも

のがベースになければ、花は存在しないん

じゃないかということをおっしゃっていた。

先ほど水辺の花というようなことでお話し

させていただいたんですが、典型的には評

判のよかった「花の谷」、あれが単にインパ

チェンスの赤だけじゃなくて、竹やぶとの

からみで存在している。そのへんのことが

会場全体を見てみると、25 年たって、やは

り松本さんのお話の 40 メーターの園路で

すが、その両側に４列のクスノキがありま

す。これは花博の遺産の中で目⽴ったイン

フラになって残っているんですが、きょう

も見てみると、あまりいい状況じゃない。や

はり土の問題とかそういったものに対して

もっとケアがあって、あの財産をもっと生

かしていかなきゃいけないんじゃないかと

感じました。 

もう１つ、花博で活動したことによって、

私自身が非常に儲かったというか、汗をか

いた分だけよかったと思っているのは、造

園関係以外の人たちと話がたくさんできた。

それまでやはりランドスケープというか、

公園あるいは庭園という枠内でもってコミ

ュニケーションをして会話が成り⽴って、

技術の話をしていた。それが針のむしろと

いいながらも、都市計画なり建築なり、それ

も我が国で結構ハイレベルな方たちと話し

合う、まざり合える非常にいいチャンスに

なっていて、それが、個人的に申し上げて申

し訳ないんですが、いまだに私にとっては

１つの財産になっている。大汗かけばかく

ほど、あと、いい友達になれるといいます

か、そういうことが非常にあったなと。です

から、先ほどゾーニングでオーダーをはっ

きりさせないということもありましたが、

どうも公園というと公園という枠内に落ち

込んでしまいがちなんですが、こういうチ

ャンスを生かして、それをどれだけ広げら

れるかどうか。相手の方たちも、ランドスケ

ープを知ることによって利点がある。我々

の言葉も広がりを持ってくるというような

ことがありました。その２点だけお伝えさ

せてもらいました。 

（糸谷） 

ありがとうございます。松本さん、どうで

しょう。 

（松本） 

花博は何を残したか。先ほど申し上げま

したけど、ここから全国に、花がきれいだと

か街に花が増えた、そういうところは現象

としては評価すべきだと思いますが、我々

として何をやったか。それについては反射

的にみんな反応した部分で、花博にかかわ

った我々とか、あるいは緑部隊の人間が果

たして何かをなし得たのかということにな
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ると、それは個々人で手を当てて考えてみ

たらいいと思います。 

例えば花博が終わってから屋上緑化とか

いろんな緑化の手法が増えてきて、今、再開

発とかビルを建てる時には緑化してないと

ころはほとんどあり得ないような格好なん

ですけれども、それ自体が我々の発信とし

てきちんとできているのかどうか。むしろ

花博の成果を敏感に肌で感じて反応した人

は、我々の世界の人じゃないかもしれない

というあたりについては、ここで私ははっ

きり言いませんけど、一応検証してみても

いいのかなということだと思います。 

それから、先ほど国際庭園の話を言って

いたんですが、今回のこのシンポジウムも

花博記念協会に主催していただいて、専務

理事さんもそこに座ってらっしゃいますけ

ど、花博の理念の継承ということで、コスモ

ス国際賞とか、全国のいろんな活動をして

いる方に助成⾦を出されるとか、いろんな

形で継承するための活動をされているとい

うのは敬服に値する。25 年間やってこられ

たので。 

ただ、花博の残すべき国際庭園とかが仮

にだめになっているとすれば、花博記念協

会として何をしていったらいいかというの

は、もう一度考えていただいたらどうかな

という感じがするんですよね。コスモス賞

なんかは賞⾦が高いと思いますけれども、

外の方たちにいろんな緑化活動の助成⾦を

出されるのだったら、ぜひ国際庭園を何と

かしろというＮＰＯの方々に 50 万円でも

100 万円でもあげたほうがいいんじゃない

かなという感じもするし、そういう意味で

今の鶴見緑地の状況、鶴見緑地というより

は花博の遺産を検証していただいて、記念

協会としてやることはもっとあるのではな

いかなと。すみません、勝手なことを言っ

て。そういう感じがしました。 

（糸谷） 

ありがとうございました。では、宮﨑さ

ん。 

（宮崎） 

やはり先ほどの質問もございました。あ

とをどうすればよくなると思うか、どうし

たいのかというふうなご質問がございまし

た。全くおっしゃるとおりで、今も松本さん

が１つの提言をなさいましたけれども、い

いものにすればまた入園者も増えるだろう

と思います。ただ、悪くなっていけばいくほ

ど、入園者は減るだろう。それはどなたがお

考えになっても同じことだと思うんです。

何とかそれをくい止めるためのよくなる方

法を考えていっていただければ、この大き

な公園１つでも残れば、これは花博の遺産

であると堂々と言えると。 

これはあんまり言わんでもええ話ですけ

ど、もう卒業しちゃったから、25 年前の話

なのでしゃべらせていただくと、当時、この

鶴見緑地の土地は借⾦で買っていたのです。

それで、花博を開催するということで、一般

会計のほうから借⾦を返して、それで本当

の公園になった。借地をしていたような形

から、地権も大阪市の公園財産になったと

いうことです。それも１つの花博で残った

財産かなと思います。 

それから、先ほどお二方が同じことをお

っしゃったように思うんですけれども、花

博協会というのはいろんなところから来た

混成部隊でした。いろんなところから人が

集まってきています。各々の専門の方が多

いですけれども。例えば私のおった部です
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と、電気は関⻄電力、ガスは大阪ガス、電話

関係はＮＴＴ、空調システムの冷水温機は

大阪ガスといったことで、専門家がたくさ

ん集まりました。それを緑屋が、コントロー

ルという言い方はよくないかもしれません

けど、皆仲良く仕事が前に進むようにせな

いかんわけです。それはやはり人間関係が

大事でした。 

来ていただくような方は皆さん、それこ

そ人柄のいいしっかりした方ばかり来てお

られますので、大した問題はなかった。むし

ろ混成部隊のほうがスムーズにいったのか

なと。単独の今までのしがらみのある編成

部隊よりもよかったのかなと。その時にい

ろんな人と知り合えたというのが、私にと

っての個人的なすばらしい財産であります。

以上でございます。 

（糸谷） 

ありがとうございました。 

残されている時間は５分しかないですが、

すみません、会場からお一方だけ発言して

いただこうと思います。ご指名をさせてい

ただきますが、資料でも出しました京都大

学の中村先生にお願いしたいのですが、中

村先生は、政府苑をどこにつくるかという

ことで大分悩まされた経験を。そういうこ

ともあったなと思い出しましたけれども、

本⽇の講演会でお気づきになったこととか、

先生のご意見などをいただければと思いま

す。よろしくお願いします。 

（中村⽒（参加者）） 

いろいろと懐かしいお話をたくさんお聞

きして感慨に浸っているところなんですけ

れども、私、最初の委員会で手塚治虫さんと

同席したんですね。手塚治虫さんが、この博

覧会は子どものための博覧会にすべきだと

おっしゃって、その時は当たり前の話だと

僕は思いまして、そう気にもとめていなか

ったんですが、しかし私も 84 歳ですけれど

も、こう年寄りが多くなってくると、本当に

子どものことが気になってくるわけですね。 

この公園にきょう入ってきた時に、２、３

人の小学校高学年の子どもたちが賑やかに

自転車に乗って走っておったんです。ああ

いうのを見ると、やっぱり手塚さんのおっ

しゃった子どもが楽しめる公園に鶴見緑地

がなっていくというのは非常に大事なこと

だなあと、きょう改めて感じたわけです。そ

のためにも例えば外国の庭園なんか、当時、

私たちが楽しんだ公園は、恐らく影も形も

ないかもしれないですけれども、その中で

いいものを少しずつでも復活させていくと

いうようなことが、鶴見緑地というものが

花博という歴史を通じて、大阪の中で意義

を発揮していくために必要ではないかなと

思いました。 

（糸谷） 

ありがとうございます。また、先生から先

にいただいたように、緑の博覧会をぜひ実

現するように、残りの人生はあまり⻑くは

ありませんけれども、やっていきたいなと

思っています。 

 

会場参加者（中村氏）からの意見 
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■ 参加者へのメッセージ 

講師のお三方にさっきもいろいろご意見

をいただいたわけでありますが、皆さんが

花博を経験されて、それぞれの心の中にあ

る思いみたいなものがそれぞれの大きな宝

物だというようなお話もあったかと思いま

すし、そういう気もいたしました。最後に、

お三方から、造園関係の若い人、学会の方、

コンサルタントの方、施工業界の方がお見

えになっておられますので、そういう若手

の皆さんへのメッセージ、それから市⺠の

方へお伝えしたいこと、最後に一言ずつお

願いしたいと思います。よろしくお願いし

ます。 

（宮崎） 

これはお願いみたいなものですが、大阪

の人は、新装開店の店へ行って飾ってある

花を持って帰ってくるでしょう。あの習慣、

どう思われますか。というのは、これをお話

しするのは、花博最後の⽇でした。閉会式が

終わりまして、皆さん、退場していただい

た。そしたら、入口周辺に植えてあった花を

お持ち帰りになった方がおられる。 

私は大阪生まれの大阪育ちですから、や

ったのは大阪の人やとは思いたくないんで

すけど、いわゆる市⺠性というんですか、花

に対する思いやり、そういうものを皆さん、

これから。いろんなボランティア活動をし

て緑化に協力していただいている方はたく

さんおられます。ボランティアをしておら

れてごそっと抜かれたら、悔しいでしょう。

ボランティアの方は大変な目をしておられ

ると思います。そういったことで、何とか具

体的にきれいにするのも大切ですけど、心

の啓発をどうしていくか、またお考えいた

だきたいと思います。 

（松本） 

特に若い方ですけど、きょうのこういう

のがあると、あまり深く考えないんですけ

ど、結構いいことをやったなあと思ったり

するわけです。皆さんの仕事もたぶん結構

いい線いっているんですよ。なので、自信を

持っていろんなところで発言することが大

事だなと思います。さっき言ったように屋

上緑化とかいろいろやっているけども、一

体誰がやったんだという話がありますけど、

「俺たちがやったんだ」と声を上げられた

らいいなと。とりあえず自信を持って頑張

りましょうということです。 

（大塚） 

公園というのは、我々ランドスケープ屋

の聖地といいますか、そこに入り込めば、ほ

かが手を出せない。公園屋だけの土地だよ

と。そこに逃げ込むのはやめましょう。公園

だけじゃなくて博覧会もそうなんですが、

むしろ公園的な発想を持って街全体に広が

るというか。私、ある意味で公園という土地

利用をやめたらどうなのと思う時があるん

です。あまりにもそこに入り込んだら、もう

そこから出ないで済むよというのは、これ

から我々の世界を狭めることになるので、

もっともっと外に向かって行きましょうと

いうことだけきつく言わせていただきます。 

（糸谷） 

ありがとうございます。 
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総括 

糸谷正俊（株式会社総合計画機構相談役） 

 

ちょっと予定の時間を過ぎておりますが、

最後に本⽇の会のまとめを総括ということ

でさせていただきたいと思います。いろい

ろ意見が出ましたので、とてもきれいに整

理してまとめることはできないので、独断

と偏見でまとめることをご容赦いただきた

いと思います。 

私は計画設計に携わったわけであります

けれど、この花博は、造園界、それから園芸

界に関係する人たちばかりでなく、大阪市

の緑化リーダーの方も来ておられると思い

ますが、全国で緑化リーダーなど緑のまち

づくりにかかわっておられる方すべてにと

って、大いなる挑戦の場であったし、その花

博が成功したということは、将来に向かっ

てこの花博が基準点、原点になったという

ふうに思います。 

つまり、造園関係の専門家として見てみ

ますと、何度もお話が出ましたけれども、今

までどちらかというと都市計画の先生方と

か広告代理店が主導で博覧会運営がなされ

てきたわけですが、時代がだんだん世紀末

になってきて、環境の問題とか、豊かさでも

心の豊かさをといったように時代が変わっ

ていく。そういう節目に行われた博覧会で

ありまして、またどんどん公共事業を注ぎ

込むというのではなくて、知恵と工夫でう

まくやっていかなければだめだという時代

の博覧会であったと思います。 

そんな中で、企画段階から会場計画、会場

設計、花壇、管理運営、こういうあらゆる面

でのコンセプトづくりやデザインについて、

造園の関係者が管理統括をかなりの部分で

きて、かつて誰も経験したことのないよう

なすばらしい会場環境がつくられました。

で、来場者に大きな感動を与えた。このこと

は、関係した我々一同、誇るべきことである

と思います。このことを常に原点に意識し

まして、⽇頃の業務、毎⽇の仕事についても

振り返ってみて、ちゃんと花博の情熱を維

持できているか、緑のまちづくりをちゃん

と推進できているかというように、花博を

定点として今現在の私たちを観測し、その

花博の遺産を考えていく。そういう評価を

継続していくことがとても大切だと思いま

す。 

また、緑化リーダーの皆さんにとっても、

なぜ大阪かという話がちょっと出ましたけ

れども、鶴見の周辺は、当時、椿本チエイン

とか機械工場も多かったですし、まだまだ

きれいな街ではなかったわけですが、その

産業のまち大阪で花と緑を成功させたとい

うことがとても自信になられたと思います

し、これからどうしようかという時に思い

出す理想の姿が花博であったかと思います。 

この 25 年間、阪神淡路大震災がありまし

たし、東⽇本大震災があって、また地下鉄サ

リン事件などの凶悪事件もありました。バ

ブルが弾けて、不況が今も続いております。

人の記憶というのはどんどん風化が進んで

いくわけでありますけれども、この花博の

すばらしい基本理念も、少子高齢化の中で、

既に雑踏とか巷とか、非常に局地化してき

ている面もあります。 

多くの都市が空洞化してきております。

そういう意味で、花博の理念も、一部風化し

た面もないことはないと思います。さらに、

若い人にとっては、こんな大舞台で仕事を
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するというのは、バブルやからできたので

あって、これからもうあり得へんのと違う

かというふうに諦めている方もあるいはい

らっしゃるかもしれませんけれども、私は

そうではないと思います。このグローバル

な時代にあって、こういう不透明な時代だ

からこそ、まだまだ地球レベルの混乱は続

いていくと思うんです。そういう時に造園、

ランドスケープの関係者、特に若い方が、国

や地域の将来のあるべき姿をイメージしな

がら、自分の世界である造園技術、庭園文

化、こういうものに磨きをかけて、使命感を

持って幅広い分野に挑戦し、地球環境とか

社会の健全化、健康化に貢献していくとい

う役割を今こそ果たすべきだと思いますし、

そういう責務があると思います。これが造

園を志す人にとっての花博から学ぶべきこ

とと私が思う点であります。 

そして、市⺠の皆さんに対しては、産業都

市大阪をどのように美しくしていくか。「花

博の経験を地球村の道しるべにしてくださ

い」という中曽根元首相のメッセージもあ

りましたけれども、そういう大切な取り組

みを使命感を持って続けていっていただき

たいと思います。 

本⽇の会議は、⽇本造園学会関⻄支部で

しっかり記録されるというふうに聞いてお

ります。25 年前のシンポジウムが本⽇のシ

ンポジウムでの花博評価につながったよう

に、25 年後の 2040 年に、本⽇お見えの若

い方々から、この花博がどのように評価さ

れていくのだろうか、私はそれを非常に楽

しみにしております。できればそれまで生

きていたいと思いますが、ちょっと無理か

もしれません。 

というようなことで、ちょっと最後のほ

う、わけがわかりませんが、本⽇の会のまと

めとさせていただきます。皆さん、ご清聴あ

りがとうございました。 
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閉会の挨拶 宮前保子（公益財団法人国際

花と緑の博覧会記念協会 専務理事） 
 

⻑時間にわたるシンポジウムにご参加い

ただきまして、ありがとうございます。主催

者の一員といたしまして御礼を申し上げた

いと思います。 

先ほど来、いろいろ懐かしいお話を聞か

せていただきましたけれども、この花博の

理念は、「自然と人間との共生」ということ

を掲げたものでございます。たくさんの入

場者があったというお話がありましたが、

ロンドン万博以来、史上最多の参加国があ

ったというのが、この鶴見の花博の大きな

ポイントかと思います。しかもアジアで初

の園芸博であったということで、大阪がこ

ういうものを成功させたことは、大変誇る

べきことと考えてございます。 

実は、今⽇この⽇にシンポジウムを開催

させていただいていますのも、本年、2015

年が花博の 25 周年に当たる節目の年であ

るということと、それから造園学会関⻄支

部も設⽴ 50 周年に当たる、2015 年はいろ

いろな意味で節目の年になって、こういう

時期にこの講演会をこの場所で開催させて

いただいたということは、大変うれしく考

えております。 

皆様方からのいろいろなご意見を聞かせ

ていただきますと、私自身も 90 年の花博の

会場計画に参画させていただいたので、そ

の時の若い方々の汗ですとか、ここにお座

りになっていらっしゃる諸先輩方の叱責の

お声ですとか、さらには最初にビデオで紹

介されましたけれども、会場に参加されて

いた方がとても楽しそうにされていたとい

うことを思い出しました。 

花博で一体何が今に伝わってきたのかと

いう話は、先ほどコーディネーターの糸谷

さんがまとめられましたが、私なりに考え

てみますと、１つは、大阪発で花のまちづく

りが全国に発信されたということだと思い

ます。オープンガーデンとか花のまちづく

りということは、今はもう全国どこの地域

でも聞かれていることですが、実は大阪が

ひょっとしたら遅れているかもしれません。

これから頑張って、花のまちづくり、オープ

ンガーデンという取り組みをどんどん大阪

発で広げていく必要があるんじゃないかな

と考えました。 

もう１つは、会場のゾーニングの話が幾

つか出ましたけれども、山のエリア、野原の

エリア、街のエリアと、この３つのエリアを

考えたということは、花や緑というのは単

に街の話だけじゃない、野原でも考える、つ

まり、農村地帯とかそういうところでも考

えていこう。それから、山は山の花を大事に

する方法がある。こういうことを考えた。こ

れも花博の成果ではなかったかなと私なり

に考えております。 

千里万博が 70 年、花の万博が 90 年、そ

して兵庫県で 2000 年に淡路花博が開催さ

れました。関⻄では、この３つの大きな博覧
閉会の挨拶（宮前専務理事） 
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会によって、ランドスケープという分野で

いろんな意味での技術とか理念が大きく広

がってきました。これを誇りに思いまして、

関⻄圏はもっと頑張って、花や緑で街をい

きいきさせていこうということが、メッセ

ージとして伝わってくるのではないかなと

考えております。 

今⽇ご参画の皆様方が、このシンポジウ

ムのいろいろなご意見をそれぞれの活動の

場で生かしていただけましたら、主催者と

してこれ以上の喜びはございません。本⽇

はどうもありがとうございました。 

もう１つお知らせがございます。皆さん

方の袋の中に「御堂筋のイチョウ並木マッ

プ」というのが入っているかと思います。実

はこれは、本協会のほうで作製させていた

だいたものです。御堂筋というと大阪を代

表する街路でございますし、このイチョウ

並木は大阪が誇る並木道です。皆さん何気

なく見ていらっしゃるかもしれませんが、

これは非常に⻑い時間をかけて大きな緑に

育っています。戦災の傷跡を残しているイ

チョウは現在も残っております。こういう

ふうに時間をかけて緑を育てていくという

ことも、⻑い歴史の中で私たちが学んでき

たかと思いますので、どうぞこれをお家に

帰ってから読んでいただきましたら幸いで

す。ありがとうございました。 

 



<資料編>
  資料1　講演者  発表用スライド  







































<資料編>
  資料2　講演会当日配布資料



なぜ花の万博が大阪で開催されたのか 

宮﨑 研一   

昭和５６年（１９８１年）に大阪市が１９８９年に迎える市制１００周年記念事業の

具現化を図るべく委員会を立ち上げ、夏までに市職員から記念事業の募集を行ったとこ

ろ、約１０００件をこえる提案がありその中のひとつが花の博覧会であった。 

５６年１１月に（花の博覧会調査会）が設置され会場の候補地として鶴見緑地が挙げ

られた。 

５７年２月に調査会により構想原案が策定された。 

３月には当時の大島市長により博覧会開催の意思表明と市議会に対して協力要請がお

こなわれた 

５月に花の博覧会プロジェクトチームが発足しオランダのフロリアード８２の視察及

び調査を参考にして第２次原案の作成をおこなった。 

５８年度予算に８００万円の調査費を計上 

８月に市制１００周年記念事業として決定、その旨を建設省に報告 

９月に市内部関係部局により花の博覧会計画推進委員会の設置。 

１０月に建設省と大阪市による周辺整備調査委員会を発足。 

５９年４月公園局に花の博覧会準備室を設置。 

８月花の博覧会基本構想を策定。 

６０年度国に対して博覧会に対する補助要望を行ったときに他の地方自治体でも検

討しているとの情報を得た。 早速その対策の検討にはいり国際博にしてはとの考えが

浮上した。 

国際博にするには８５年の科技博後５年の間隔が必要となり８９年には開催できな

い。関係各機関と調整の結果開催年の変更となった。



 

 

 

 

 

 

 

  

花の万博の経緯と成果（政府関連の経緯を中心に） 

 



  



 

大阪花博の会場計画             

 (株)ヘッズ  大塚守康 

 花の万博はアジアではじめて開かれる国際園芸博である。そして、生命博であるとい

われている。生命とは無機的に世界共通に存在するものではない。生命の有機的集合体

である自然は、地球上の各地の風土的特性を持って存在している。花の万博において、

花や緑を単なる展示物として扱うのではなく、人間とともに生きている自然、即ち命あ

るものとして考えるのであれば、会場は開催される土地の風土を理解し、それを十分に

意識した計画であってしかるべきである。 

 

 花の万博の開かれる大阪はモンスーンアジアの気候風土に属しており、文化的な面か

らも、地球上のその地域の特徴を色濃く残している。ところでモンスーンアジアの文化

とは、植物を育てそこから生活の糧を得る農業を基盤とした、いわば、自然と人類との

共生の文化である。現在、地球上の多くの場所で都市化が進展し、科学エネルギー依存

の画一的生活が標準化しつつあるが、かつて、人類は衣食住の全てを自然に頼りつつ、

その地方の風土になじんだ生活を送っていた。特にモンスーンアジアでは、自然の生産

力は我々の生活の全てを支えるに余りある強靭さをもって、人類に豊饒ともいえる生活

を提供していた。そこには、現代の都市とは違った意味の快適な生活が存在したのであ

る。そこで、博覧会の趣旨が産業科学博から生命博へと移り変わった花の万博において、

我々モンスーンアジアに住む人々の、自然とともに暮らす豊富な知恵や技を再度見直し、

全世界に向けて発信することは、エネルギー危機を懸念し、新しい時代を模索する現代

に、大変意味深いことであると考えられる。このような検討を経て、花の万博会場計画

デザインのテーマは、モンスーンアジアの風土性であるとされた。実際のデザイン展開

としては、竹、木材、布、縄など、自然をはぐくみえられる共生の成果を随所に活用し、

それらの加工、組み立てには伝統的手法を基本とする。また、モンスーンアジア気候風

土独特の生活の知恵や方法を取りいれた、生理的にやさしさが感じられる会場デザイン

とする。などがデザイン指針としてあげられた。特に後者に対しこれまでの博覧会にお

ける経験から、真夏の暑さへの十分なデザイン対応が求められたきたが、酷暑となる大

阪の風土では特記されるべき要点であった。 



 

 

 

 

 

 

 

 このように、自然の生命を生理的な面からも見すえ、風土的材料や技術を駆使する会

場デザインは、それらを伝統的に培ってきた我が造園界が指導的立場で行う会場デザイ

ン計画に、まさにふさわしいテーマであった。会場のデザインは直接のワーキンググル

ープである我々造園界以外にも建築やサイン、情報などの各分野の多数のデザイナーの

混成によって行われるので、明快なデザインテーマを打ち出し、彼らと共通の概念を持

つことが重要である。さらに、出展参加に対しても開催趣旨の徹底を図り、統一感のあ

る会場となるように心がけた。 

 

 ところで、博覧会ではその主旨主張を明確に表現することに加え、祭りであることが

大切な要素である。幸いモンスーンアジアの風土文化には、豊かな自然の恵みを願い、

恵みに感謝する祭りの表現を豊富に持ち合わせている。さらに四季の変化が顕著なわが

国には、歳時記と言う独特な方法によって四季の移ろいを表す手法がある。さらにはモ

ンスーンアジアの文化は、西欧の統一的かつ禁欲的な世界観とは異なり、ポリホニーで

開放的である。まさに祭りのデザインとしても打ってつけである。 

 

 花の万博ではそれぞれの出展によるテーマの表現を超えて、会場全体が生命の祭典を

自然とともに歌い上げるデザインとしたい。 

  



  



  



  



  



  



  



 

  



 

 

 

 

 ■EXPO‘90国際花と緑の博覧会 会場全景 

 ■EXPO‘90国際花と緑の博覧会 会場計画図 
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EXPO’90 国際花と緑の博覧会 

花博の会場計画とデザイン 
JLCA取り組みの記録 

 

発行：(社)日本造園コンサルタント協会 

監修：(社)日本造園コンサルタント協会・花博会場計画記録集作成実行委員会 



  



  



 

  



  



主　　催　  （公社）日本造園学会関西支部・（公財）国際花と緑の博覧会記念協会・（一財）大阪スポーツみどり財団
　　　               大阪市
協　　力　   （一社）ランドスケープコンサルタンツ協会関西支部

「国際花と緑の博覧会 (1990) に学ぶこと」講演会

日　　時　　平成 27 年 1 月 31 日（土）　13：00 ～ 17：00
場　　所　　大阪市鶴見区緑地公園 2-163　鶴見緑地内　花博記念ホール（陳列館ホール）


